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第一章◆淫魔に呪いをかけられてしまいました!?








「だからね、私は愛してほしかっただけなのよ。分かってくれる？」

「ええ、もちろんです。分かります、よく分かります」

　深い森の中、目の前の大きな丸太に優雅に腰掛け頬杖をついた対面の美女に向かって、私、マリシュカ・マクニールはうんうんと同意の意を示した。

　疲れたような表情でため息をつく美女を見つめながら、思ったことを述べる。

「それにしても、あなた様のようなとんでもない美人を愛さない男がいるなんて、私にはそこが信じられません」

　私の言葉を聞いた美女は、真っ赤な髪を揺らし、グリーンの瞳を煌めかせて笑った。

　体にフィットしたタイトなドレスワンピースを着て、大変豊かなお胸とくびれた腰、丸太にのったまろいお尻がとても眼福なゴージャス美女だ。

　ともすれば下品にもなりそうなほど派手な顔立ちと体型なのに上品な色気を纏っていて、ついでになんだかとんでもなくいい匂いがする。これがいい女の匂いですか。

　美女だ。紛うことなき美女。

　何があったのかは全く知らないけれど、ここはこんな美女が『愛してほしかっただけなの』なんて言う羽目になる世界線なわけだ。そう思うとなんて恐ろしい世界なんだろう。私のような女は生きづらくて当然だったんだ。

　妙な納得とともに、思わず自分のくすんだストロベリーブロンドの毛先を触る。パサパサで、ツヤも何もない。髪の手入れなんて女子力の高いことはもうずいぶんまともにやっていない。着飾ることもそう、お洒落に全く興味がないとは言わないけれど、『私なんかが』としり込みしてしまって、結局いつも地味な格好ばかりだし。目の前の美女のようにスタイルがいいわけでもなく、どちらかというと背も低く童顔で、子供っぽく見えているだろうなあと思う。

　ため息を飲み込んで視線だけで下を見ると、厚い眼鏡のふちが視界に入った。

　このやぼったい眼鏡の向こうには美女のものとわりかし似た色合いの緑色の瞳があるわけだけれど、なぜこうも煌めきが違うのだろう。美女の瞳はまるでエメラルドのように美しいのに、私の方はなんかこう草っぽい。それもみずみずしさがないやつ。もちろん草が悪いわけじゃないけれど、どうにも輝きがないような気がするというか……あれかな、氷だってほめ言葉をかけ続けるととっても綺麗な結晶を作り出すって魔法使い様に聞いたことがあるし、生まれてから今日までにかけられた褒め言葉の量の違いかな？

　とにかく、鏡の中であんな華やかさは見つけられたことがない。

　そんな風にあれこれと考えていると、嬉しそうに目を細めた美女は私に向かって手を伸ばし、頰をするりと指先で撫でた。

　なんだかえっちである。

　こんな美女にえっちに顔を触ってもらえるなんて今日の私はツイている。

「あなたも、ひとりぼっちなのね」

「？　まあ、そうですね」

　どういう意味で言われたのか分からなかったけれど、たしかに今私は一人だ。騎士様たちがそのうち戻ってくるだろうけど。

　それに、厳密にはあなた様と二人きりなんですけどね。なんて思いながら、頷いておいた。

　私は王宮に所属する治癒士で、今は騎士団に帯同して遠征任務をこなしている最中だった。

　治癒士とはいうけれど、怪我の治癒治療や経過観察などの他に、荷物のチェックとか、野営中の食事の準備なども担当する。まあありていに言うと遠征中の治癒士は治癒魔法を使える雑用係に近い。

　王宮のすぐ近くに建てられた寮に住んでいて、遠征がない場合はそこからさらにすぐそばにある治癒士塔に出仕している。そこで治癒魔法の訓練をしたり、回復薬の調製・開発・改良などを行ったり、はたまた騎士団訓練場や街の医療院などに怪我人や病人の治癒に出向いたりもする。

　ちなみに私はこの目の前の女性とは正反対の美とは無縁の女で、私が参加した任務では「今日ははずれか」「地味メガネのマクニールかよ〜」「美人のカレンちゃん希望したのに！」と言った愚痴や揶揄いが聞こえてくる。全く、少しくらいこっそり言ってはどうですかね、といつも思っている。

　とはいえ、前はもっとひどい態度を取られることもあったが、本当に耐えがたい言動をみせる騎士様はいつのまにかいなくなったので、いまだに私を揶揄う騎士様のそういう言葉はひょっとして親愛の表現でもあるのかもしれない。

　どちらにせよ直接文句も言えないので、私は粛々とお仕事をこなすのみです。

　数日前から重大な罪人の護送任務を請け負った騎士団にくっついて森に入ったのだけれど、少し離れた場所にかなり強い魔物が出たとかで現在は騎士達総出で倒しに行っている。

　正確には罪人の監視担当の騎士様が残っているはずだけど、彼らは少し離れた護送用の牢馬車の方についているので、今は姿が見えないのだ。

　ということで、実質一人で残されて大人しく待っていたところ、何かシクシク啜り泣く声が聞こえるな？　と気がついて、声に呼ばれてどんどん森の奥へいった先にこの美女がいたわけだ。

　……はて。

　そういえば、どうしてこんな美女がこんな格好でこんな森の奥深くで一人泣いていたんだろう……？

「あの？」

「地味で、悪口ばかり言われて、でも一生懸命真面目に仕事して、心はとっても綺麗なのに」

「あの〜？」

「やっぱり男なんて、ろくでもない生き物だわ。許せない……許せない……」

　だめだ。私の声などもはや聞こえていない。

　突然様子の変わった美女はうつむき、上体を倒すようにして私に近づいた。

　はたからみると美女に縋りつかれる地味メガネの図だ。

　やっぱりとんでもなくいい匂いがする。今日はとてもツイている。

　……本当に？

　実は、本当はさっきからむしょうに嫌な予感がしている。

　その時、バタバタと遠くの方で馬の足音が聞こえ始めた。

　騎士様たちが帰ってくる。

　そろそろ戻らなければ。

　そう思った時だった。

「私はね、あなたみたいな女の子こそが報われるべきだと思うのよ。だから、私があなたを幸せにしてあげる」

　立ちあがろうとした私の腕を、美女が力強く掴んだ。

　……なんだかまずい気がする。

　遠くの方、多分私たちの野営キャンプがあるあたりから、声が聞こえる。

「おい！　あの女がいないぞ！」

　女。護送されている罪人は女の人だったんだ。

　……やっぱりおかしい。なぜこんな美女がこんな森深くに一人で？

　そもそも、今の今までどうしてこんな分かりやすい違和感にも気づかなかったんだろう。

　まさか、精神に作用する魔法が使われている？　いや、私が呑気すぎるだけ？

　急激に不安に襲われて手を引こうとするけれど、美女の手はびくともしない。

「あの、離してくださいっ」

「きっとあなたは幸せになれるわ！　──『淫魔の祝福』！」

「ぎゃあ！」

　強い光が瞬いたと思ったら、掴まれた腕からものすごい熱が体中を駆け巡る！

　なに！　何かされた！

　というか淫魔!?　この美女は淫魔だったの!?

　祝福などと言っていたけど、淫魔にかけられる怪しげな魔法などがそんないいものなわけがない。

「う、うわああ〜！　呪われたっ！」

　私は全力で掴まれた腕を振り払い、キャンプの方に走った。

「呪いじゃなくて祝福よっ！」

　ムッとした淫魔美女の、そんな声を背中に浴びながら。

　何の呪いかは分からないけれど、絶対碌なもんじゃない。

　今すぐに騎士様達に合流して、呪われてしまったことを報告しなくちゃ！

　足がもつれそうになりながらも大慌てで走っていると、まだキャンプまでは少し距離があるというところで何かに思い切りぶつかった。

「ひゃああ！」

　弾き飛ばされて転びそうになった瞬間、今度は何かに体を包み込まれる。少し硬い。そして勢い余って結局包み込まれたまま地面に転がってしまった。

　私がぶつかったのも、包みこんでくれているのも一人の騎士様だということは、思わず瞑った目を開けてすぐに分かった。

　目の前の藍色の騎士服の胸元には金糸の刺繍と青い魔法石のブローチが輝いている。

　しまった。最悪だ。

「……マリシュカ・マクニール。何をしている」

　私を抱え込んでいるのは、ゼルモ・ウィリンガム副騎士団長様だった。

　またの名を、超絶女嫌いで笑わない氷の堅物副騎士団長様だ。長い。よくあるそういう感じのやつ全部乗せである。

　ウィリンガム副団長は氷魔法も使うので、余計に『氷の』という名前が囁かれたのだとは思う。涼し気なのに艶っぽい目元とか、薄くて整った唇とか、サラサラで輝いて見える銀髪だとかもきっと一役買っている。

　引き締まった体とか、所作が綺麗なこととかもあわせて、その見た目はどう見ても女性に好まれる要素しかないわけだけれど、氷のように冷たい態度をとるものだから、そのせいで今はもうほとんど女性が近寄らないのだ。以前は縁談がいくつか持ち上がったこともあったらしいけれど、どれも上手くはいかなかったらしい。聞くところによると副団長のあまりの冷たさに、恋慕を抱いた令嬢も心がぽっきり折れてしまったのだとか。

　そして、私は今そんな副団長に包み込まれているわけで……。

　誰だ、今日の私はツイているって言ったのは！

「ウィ、ウィリンガム副団長、あの、大変申し訳ございません」

　多分皆さんがお探しの淫魔美女あっちにいますよ、とか、私その淫魔美女にうっかり呪われちゃったんですけど、とか、言いたいことはいろいろあったがまずはこの状況をどうにかしたい。

　それなのに副団長は私を抱え込んで一緒に転がったまま、腕の力を緩めもしないし、起き上がりもしない。

「あの？」

　様子を伺おうと思ったが、結構キュウキュウに抱え込まれていて顔を上げられない。

　なんだこれ。

「……君は意外と柔らかいな。それにいい匂いがする」

「ひぇ!?」

　よくよく冷静に考えてみると、経緯はどうあれ今は森の中で副団長に押し倒され抱きしめられているような状況だ。その上であろうことかウィリンガム副団長は私の首元に顔を埋めるようにして匂いを嗅いでいる。

　なんだこれ！

「ちょ、ちょ、ちょっと！　ウィリンガム副団長!?」

「ウィリンガムは長い。ゼルモと呼べ」

「ふぁ〜！　今そんなことどうだっていいんですよ！」

　副団長の様子が明らかにおかしい。

　確かとんでもない女嫌いで触られるだけで鳥肌が立つとか、ひどいと蕁麻疹が出るとか言ってなかったっけ!?

　ハッとした。

　ま、まさか、これが淫魔の呪いの効果……!?

　一体自分にかけられたのがどんな呪いなのかは皆目見当がつかない。

　ただ、とんでもなく嫌な予感がする。さっきまでの比じゃないほどの嫌な予感だ。ここまでのやつは絶対当たる。

「副団長！　とにかく離れましょう！」

「いやだ」

　まさかの拒否とともに、副団長の端正な顔がおもむろに近づいてくる。ひぇ！　と瞬いた瞬間、あろうことか私の首筋にその唇が触れた。

「ひいっ」

　思わず悲鳴が漏れたが副団長はお構いなしで、右腕で私をホールドしたまま左手がシャツの裾からするりと潜り込んでくる。

　さっき美女に顔をするりとされたのよりよっぽどえっちだ。

「ぎゃああ！　助けて！」

「マリシュカ、君の体に触れているとなんだかとても癒されるな」

「それ勘違いですからぁ！」

　私の色気のない悲鳴が聞こえているのかいないのか、副団長は止まらない。

　服の中に突っ込んでさわさわと脇腹を撫でていた手がついに移動して、私の胸に下から押し上げるように触れた。

「……っ！」

「こっちを向け」

　向けるかー！

　と思ったのと、反射的に副団長の方を見てしまったのは同時だった。

　悲しきかな、私のような下っ端雑魚は立場が上の人間の命令口調には即従うように体に刷り込まれてしまっているのである。無念。

　副団長が私に覆いかぶさるような体勢で、かつ私を逃すまいと相変わらず右腕はガッチリ体を抑え込んでいるわけだから顔が近い。びっくりするほど近い。特別長いわけでもない副団長のサラサラの銀髪の毛先が、私の頬に触れるほど近い。

　思わずそのアイスブルーの瞳を超至近距離で見つめてしまった。

　普段は遠目からみるだけのその瞳。それこそいつもは周囲を凍らせてしまいそうなほど冷え冷えとしているくせに、今は熱っぽくうるっうるに潤んでやがる。

　まさか。

「んぅっ!?」

　頭の中の警戒音が最大に引き上がったのと同時に、私の唇は塞がれていた。

　さっきまで魔物と戦っていたからか、副団長の唇は少しカサついていてちょっと砂っぽい。

　違う！　そうじゃない！

　どうしてですか！　どうしてこんなことになってるんですか！

　私が呪われたせいですね！

「や、やめっ、んぶっ」

　なんとか避けて拒否しようとするも、再び唇が押し付けられる。

　ついでに胸に触れている左手の動きにも遠慮がなくなってきている。もにゅもにゅと大胆に弄ばれて羞恥で頭がどうにかなりそうで。

「っは、マリシュカ、君は猫背なのか？　今までこんなに豊満な胸を持っているとは気がつかなかった」

　副団長は吐息交じりに耳元で囁く。

　やめれーーー！

　たまらず心の中で絶叫したその時、カサリと草の揺れる音がした。

　天の助け！

　なんとか押し付けられる唇をもう一度避けて首を捩ると、そこには木をかき分けるようにして、ラシード騎士団長が目を丸くして立っていた。

　目が合うとハッと意識を取り戻す団長。そして頬を染めて……。

「す、すまない。邪魔をした」

　まさかの反応である。

「ま、待ってえええ！」

「まさか、こんな場所で始める程、その、あれだったんだな。そうか、ゼルモが、そうか……」

「ちが、ちがうんです！　お願いだからとめてぇ！」

「いや、いいんだ。何も秘密にすることはない。相手がマクニールとはなんとも意外で驚いたが、そうか……」

「このポンコツ上司め！」

　あまりのもどかしさについ悪口を叫んでしまった。

　一言めで謝ったわりにラシード騎士団長は全然目線をはずさないし去っても行かないし。いや、去って行かれては困るわけだけれど。

　面白がっているのか本気なのか、私に襲い掛かるウィリンガム副団長を凝視しながら「なるほど……」と唸っている。この状況のどこに「なるほど」しているのか全くもって謎なんですけど!?

　そうこうしている間にもウィリンガム副団長は全く止まらない。お腹から脇腹まで遠慮なく撫でまわし、時折その手が胸まで伸びる。おまけにそのままやわやわと胸を包み込むように揉まれて、剣を握るせいで少し硬くなった指先が時折先端を掠る……ラシード団長がいようが全くお構いなしだった。

「ちょ、ま、待って！　見てる！　団長が見てますから！　ふぁっ……！」

　止めようとした時にタイミング悪くカリッと先端を優しく引っかかれて、思わず変な声が出た。やめて！　ラシード団長がすんごい顔で凝視してますから！　うわーん！　もうお嫁にいけない！

　私は悟った。やっぱりウィリンガム副団長、どう考えても普通の状態じゃない……！ 

　当たり前だよね、正気で私のような女相手にこんな場所で盛り上がれるわけがないもの！

　私は迫り来る副団長の唇を死ぬ気でかわしながら役に立たない団長に向かって力一杯叫んだ。

「ぜ、全部、呪いのせいなんです！」

　ちなみに、当然ながら私にとって初めてのキスだったわけだけど、とりあえず一回泣いてもいいですかね？




「そうか、そんなことが……本当にすまなかった」

　なんとか事情を説明した私に向かってラシード団長は頭を下げた。

　やっとウィリンガム副団長がおかしくなっていることを理解してくれた団長の動きは速かった。

　ウィリンガム副団長を私から引き離しとりあえず昏倒させ、もっと奥にいた淫魔を素早く確保。

　そうしていったんキャンプに戻り、ラシード団長のテントの中で私の事情聴取となったわけだ。

　やはり淫魔美女こそが今回護送していた罪人だったらしい。

　美女の名前はモーラ。

　数十年前の戦争の後に人と魔族は協定を結び今ではともに暮らしている。

　二種族間で決められたルールに則り、魔族であっても人相手に犯した犯罪については人として裁かれることになる。

「牢馬車の監視担当だった騎士が淫魔に絆されて、監視が甘くなっていたらしい。我々が魔物の方へ行った隙に牢から抜け出していたんだろう。マクニールが呪いをかけられたのも俺の監督不行き届きだ」

「だから、呪いじゃなくて祝福だって言ってるでしょっ！」

　近くに拘束されて座るモーラがムッとして叫んだ。

　呪いの内容が分からない以上、一緒に話を聞く必要があるとしてこういう状況になったのだ。

　さっきもそうだったけれど、この淫魔美女は呪いと言われることが我慢ならないらしい。

　だけど、これのどこが祝福だ。どう考えても呪いじゃないか。

　ラシード団長の後ろにはウィリンガム副団長が座っている。

　今は落ち着いているようだけど、いつおかしくなるのか分からないため念のために私との間に距離を取る形である。

「それで、最初にマクニールに触れたゼルモは、ありとあらゆる疲労や傷がマクニールに触れなければ回復できない体になっているということだな」

　団長がふむふむと口に出して情報を整理していく。

　そうなのだ。

　私にかけられた呪いの効力は最初に触れた男性にのみ発揮されるらしい。さすが男性の生気を搾り取るという淫魔の呪い。

　私の思考に何かを感じ取ったのか、モーラはこちらに向かって「祝福よっ！」と叫んでいるけれど、とんでもない。

　おまけによりによってロックオンした相手が騎士団で一番真面目で厳しく、超絶女嫌いで笑わない氷の堅物副騎士団長様であるゼルモ・ウィリンガム副団長なのだ。本当に最悪だ。

　そして通り名がやっぱり長い。

　……私はウィリンガム副団長のことを尊敬していた。確かに厳しくて怖い人ではあるけれど、間違ったことは決して言わないし、誰にでも分け隔てなく厳しい。

　真面目な仕事ぶりであれば評価してくれるし、細かい部分まで見てくれている人。

　ほとんど話したことはないけれど、ほんの数回褒めてもらえたことは大切な思い出だ。

　恥ずかしながら、他の騎士様達が私の容姿を揶揄うようなことを言った時に、注意してくれたこともある。

　そんな尊敬するウィリンガム副団長を、よりによってこんな卑猥な効果のある呪いに巻き込んでしまうだなんて……！

　私は内心頭を抱えて泣きそうになっていた。

　ウィリンガム副団長は椅子に座り、両膝に両肘をついて深く俯いているために表情は見えない。どうみてもめちゃくちゃ項垂れている。

　そりゃそうだよね、自分がかけられたわけでもない呪いのせいで、おかしくなっているのは副団長。

　まだそのお相手が美女とかなら役得感でもあったかもしれないけれど、実際には私なんかに手を出してしまったわけだもの。本気で申し訳ない。

「それにしても、いきなり理性が飛ぶほど作用して襲い掛かるとは、なんとも迷惑な祝福だな」

　彼女の意を汲んで祝福と称して皮肉を飛ばすラシード団長に、モーラはキョトンとした顔を見せる。

「は？　理性が飛ぶほど作用？　襲い掛かる？　なにそれそんな祝福じゃないわよ。そんなの下手したら女の子の方が傷ついちゃうじゃないの」

「へ？」

「ん？」

「は？」

　上から、私、団長、副団長の反応である。全員ポカンとしている。

　二人のマヌケな顔に気づいて慌てて私は開いた口だけキュッと閉じた。

　ところでなんだって？　「そんな祝福じゃない」って言った？

　モーラはちょっと不貞腐れたように付け加える。

「淫魔の祝福はさっきも言った通り、相手になる男の傷や疲労が祝福持ちの子に触れないと回復しにくくなるだけ！　その子のことが恋しくなっちゃうようにね！　これは恋の祝福だもの。だから相手も複数ではなく一人だけ。その男、魔物倒したばかりだったんでしょ？　じゃあ普通に昂ってたんじゃないの？」

　騎士達は魔物討伐などの戦闘後、気持ちが昂り欲を発散したくなるらしい。人間の本能なのである程度は仕方がない。

　私の仕事の中に娼館に勤める女性の手配なんてものもあるから理解はあるつもりでいる。

　それでも女嫌いで有名な副団長が戦闘後にそういう行為を望んだことは私の知る限り一度もない。

　そのうえ副団長と団長だけが身に着けることが許される魔法石のブローチには、昂りを抑え疲労を回復する効果が付与されているはずなのだ。

　たとえそれらを差し引いてもいくら昂ったからとはいえあんなに正気を失う程だなんて、どう考えても普通じゃないと思うのだけれど。

　この淫魔、嘘をついているのでは？

　と思ったが、モーラは続けて爆弾を投下した。

「それにしても淫魔の祝福で理性が飛ぶなんて聞いたこともないわよ。ひょっとしてその男、童貞なんじゃないの～？　淫魔なら誰でも知ってるけど、経験がないと性的欲求への抵抗力が低いのよ。なーんて、そんな綺麗な顔しておまけに騎士で、まさか経験が一切ないだなんて、そんなわけないわよねー」

　アッハッハと豪快にモーラは笑う。

　しかしなぜか場の空気が凍った。比喩的にも凍ったが、物理的にも地面がちょっとパリパリいっている。

　なんだろう？　と思ってきょろきょろ周りを見渡すと、引きつった団長の顔がまず見えた。その向こうにいつもの三倍表情のない副団長がいて、どうやら冷気の発生源はそこらしい。

　えっ。

「あれ？　なにこの空気？　まさか本当にしたことないの？　騎士なのに？」

　空気を読まない彼女はまだ目の前の現実を分かっていないようでへらへらと追い打ちをかけた。

　ドン！　ドン！　となにやらテントの外で大きな音が響き、「うわ！　氷の杭が降ってきた！　でかい！」「なんだ突然!?　また魔物か!?」「え、これって副団長の魔力杭じゃね？」なんて騎士たちの声が聞こえてくる。

　本日三回目の嫌な予感だ。いたたまれなくてちょっと胃が痛い。

　やっと何かに気付いたモーラは息をのみ、大げさなほど顔を悲痛に歪めた。

「え……なんか、ごめんなさい？」

　殊勝なふりをしているが、ちょっとだけ口の端が笑っているのが見えてますけど！

　それにしてもなんてこった。思った以上にとんでもないことになった気がする。

　私は一体これからどうなるの……。

「とにかく、護送中に人に呪いをかけたんだ。元々の罪に上乗せされることになるだろうから、覚悟しておくんだな」

　ラシード団長が厳しい声色でそう告げると、一層モーラはムッとした。

「冤罪よっ！」

「いや、祝福と言い張るがどう考えても呪い──」

「そっちもだけど！　そっちじゃなくて！」

「？」

「私が罪人とされている罪自体が冤罪なのよっ！」

　テントの中にモーラの叫び声が響いた。




　モーラについては、本人は冤罪を訴えているとはいえ、とにかく現状は罪人。このまま予定通り女性魔族犯罪者用の修道院に収監して、後のことは王城に戻り判断を仰ぐということになった。

　ちなみに、呪いについて。

　幸いだったのは検証の結果、疲労回復はただ軽く手を繋いだりするだけでも効果があると分かったこと。

　あの理性崩壊副団長はやはり魔物討伐直後だったことと、副団長の事情のせいで起きた不幸な事故だったわけである。

　その事情とやらが何のことかはあえてはっきり言うこともあるまい。

　そうなると今度は女嫌いの副団長が、正気の時に手だけとはいえ私に触れられるのか？　という部分が心配されたけれど。

　モーラ曰く「嫌悪感？　祝福があるのにそんなもん感じるわけないじゃない」ということらしい。

　一応、疲労回復効果の確認のためという名目で、ラシード団長に促されておそるおそるウィリンガム副団長の手に触れてみた。

　その瞬間、ウィリンガム副団長はうめき声をあげて苦悶の表情を浮かべた。

「ええっ！」

　やっぱり無理ですか？　嫌悪感やばいですか!?

　そう思って慌てて手を引っ込めようとして──触れていた手を反対に素早く掴まれ、捕らえられてしまった。

「ウィ、ウィリンガム副団長？」

　恐る恐る声をかけてみる。が、反応がない。わけが分からずラシード団長の方を見てみるけれど、団長もポカンとしていた。役立たずな上司め……。

　とりあえず、見える範囲で蕁麻疹とか、鳥肌とか、目に見えるような拒絶反応はない。だけど、私を掴む手はぷるぷると震えている。

　拒否ですか？　許容ですか？　ちょっとよく分かんないな……。

　戸惑っていると、やっとウィリンガム副団長が口を開いた。

「ゴミクズだ……！」

「ひえっ……！　た、大変、大変申し訳ございませんっっ！」

　ゴミクズ！　予想以上に強い言葉で罵られてビクリと震える。

　内心大恐慌に陥りながらも今度こそ触れていた手を取り戻そうと引いてみたけど、やっぱりびくともしなかった。

　こ、これは、ゴミクズな私が相応しい罰を受ける前に逃げ出さないようにってことですか!?

「違う！　ゴミクズなのは俺だ！　俺は、本当にゴミでクズで……今すぐ死んだ方がいい」

「なんで!?」

　呪い!?　呪いのせいなの!?　あの淫魔め、呪いの説明をする時、こんなことは言っていなかったじゃないの！

　あれかな？　こんな私なんぞに触れなくては疲労も回復できなくなってしまった絶望から、自分がゴミクズのように汚く思えて死にたくなっているってことなのかな？

　あ、やばい。そうだったらむしろ私が申し訳なくて死ねる。あと普通にちょっと辛い。

　ぶるぶる震えているウィリンガム副団長は、何かに抗うように、けれど抗えない、とでもいうように私を掴む手に力を入れるとぐいっと一気に引き寄せた。

「わっ」

「ぐ……衝動が……抑えられない……俺は本当にゴミだ……すまない」

　な、なるほど!?　呪いのせいで私にふ、触れたくなっていると。それに対して自責の念を抱いていらっしゃる……？

　そのことに気付いて、まず湧きあがったのは罪悪感だった。だって、そもそもは私がモーラに呪われてしまったことが発端なわけで。それなのに、巻き込まれただけのウィリンガム副団長がこんな風に自分を責めているなんて。

　そうだよね、ウィリンガム副団長は女嫌いだと言われていて女性には冷たいけれど、とっても人格者で仲間や部下の騎士様たちには慕われている人だ。

　そんな人だからこそ、私を責めるんじゃなくて自分を責めているんだ。

　この感じだときっと、私が悪いのだから気にしないでほしいと伝えても、受け入れてはもらえないよね……。

　だけど、ウィリンガム副団長が自分を責めて苦しむのだけは絶対に間違ってる……！

　そう考えた私は、一瞬の間に考えて考えて考えて、なんとか明るい声を振り絞った。

「ウィリンガム副団長！　私は大丈夫なので、どんどんきてください！　むしろ役得っていうか、本当に、全然、嫌じゃないし、ええと、つまり副団長はゴミでもクズでもありませんから！」

　言えば言う程、お前のせいでこんなことになっているのに「嫌じゃない」とか「気にするな」とか何様なのか？　という気持ちにしかならなくてしどろもどろになってしまう。

　ああー！　本当に私はだめな奴だ。こんなんだから迂闊にも淫魔に呪われちゃうんだ……。

　しかし、そんな私の自己嫌悪をよそに、ウィリンガム団長は俯けていた顔をふと上げて、私をじっと見つめた。抱き寄せられた格好のままそうしているせいで顔が近い。きっと私の顔は真っ赤になってしまっているはず。

　だけどなんとなく今目をそらしてはいけない気がして、ぐっとこらえた。

　そのうち、私の表情に何か納得したように目元を少し和らげたウィリンガム副団長は大きく頷いた。

「そうか。ならば、その言葉に甘えよう。呪いのせいで仕方のないことだしな」

　そのままさらにぐっと抱き込まれる。

　あ、あれぇ？　いや、いいんだけど、いいんだけどなんかちょっと思ってた感じと違うな？

　抱く必要のない罪悪感を抱かないでほしいとは思ったけど、こんなに積極的に受け入れる感じになるとは……。

　こ、これも呪いのせいなのか？

　一体どこまでが呪いのせいで、どこまでが普通に本音なのかも分からなくて混乱する。

　私を抱きしめたまま離さないウィリンガム副団長と、どうすればいいか分からなくてあわあわするばかりの私。

　そんな私達を見て、ラシード団長が気まずそうにため息をついた。

「ま、まあそうだよな。どうせ仕方ないならさっさと受け入れちまうしかないわな。……あんまり遠慮して疲労を溜めて、またさっきみたいに襲い掛かっちまうことになったら目も当てられないし」

　ひえ！　ぼそりと呟いた内容が怖すぎるんですけど！

　私はもぞもぞしていた動きを止めて、体の力を抜き、本格的にウィリンガム副団長にされるがままになることに決めた。





　◇　◇






　王都に戻り、登城後、私はラシード団長、ウィリンガム副団長とともにこの国の第一王子であるリカルド王太子殿下の執務室に通された。

　王太子殿下は魔族と人間との問題などを統括する立場にある。

「そうか、そんなことが……」

　私とモーラの間で起こったこと、呪いの作用などの報告をすると、王太子殿下は渋い顔をして考え込む。

「あの、随分すんなりと全て信じていただけるんですね」

　殿下の執務室なんて、普段入ることのない空間にいる緊張も忘れ、私は思わず声を上げた。

　だってこんな突拍子も証拠もない話なのに、王太子殿下の様子に疑いの色が全くなかったから。

「ああ、まあ。初めての事態で驚きはあるけど、これでも伊達に魔族と日頃接していないからね。……それに」

　殿下は一度言葉を切ると私を──私の隣にぴったりとくっつくようにして座っているウィリンガム副団長を見て苦笑した。

「ゼルモのこの様子を見ると、納得しかないからな」

　……確かに、普段のウィリンガム副団長はこんなに不用意に女性に近づくことはないだろう。恥ずかしすぎて一瞬で王太子殿下の目が見れなくなってしまったわ……。

　その後は、モーラの訴える冤罪について報告をした。

　発端は、最近妙に魔物の出現が増え、さらにその魔物たちの力が強力だったことだ。

　騎士団の調査の結果、王都からすぐ近くの森の中に魔物召喚の魔法陣が発見された。

　その魔法陣を解析したところ、モーラの魔力の痕跡が見つかり、彼女は人間を意図的に害そうとした罪で逮捕されたのだ。

「だけど、私はそんなこと知らなかった。騙されて都合よく利用されただけなのよ！」

　とはモーラの言葉。

　モーラによると、彼女は以前参加した夜会で、とある貴族令息──ケインス侯爵令息、ニック様と運命的な出会いを果たし、恋に落ちた。

　魔族と人との恋愛は増えてきているとはいえ、相手は身分の高い高位貴族。ひとまず関係を秘密にして、二人でこっそりと愛を育もうということになっていたらしい。

　そんなある日、ケインス侯爵令息はモーラにある『お願い』をした。

『今研究している魔法陣を起動するために、私の魔力では足りないから、あなたの魔力をくれないか』

　その研究が上手くいけば自分の社会的地位が上がり、モーラとの関係を良く思わない者のことも黙らせることができる。そうすれば今のように二人の関係を隠す必要もなくなるから、と。

　そんな風に言われたモーラは愛する彼を疑うこともせずに、魔石に魔力を込めてそれを渡した。

　しかし、その後ケインス侯爵令息と突然連絡が取れなくなり、間もなくモーラは罪人として逮捕されることになる──。

「本当に信じられない！　騎士が来て捕まった時に何があったかなんとなく察して、すぐに魔石を遠隔で破壊したのよ。これ以上私の魔力を悪用できないようにって。彼が魔力を使う度に補充できるように、私と魔石を繋げた状態にしていたからね。それなのに、そのせいで証拠がなくなっちゃって……ああ、本当に私ったら可哀想。ただ愛してほしかっただけなのに……」

　そう言っていたモーラの悲しそうな、悔しそうな表情が忘れられない。

　王太子殿下は報告を神妙な顔で聞いていた。

　モーラの証言をすんなりと信じるわけにはいかないし、証拠がない以上、ケインス侯爵令息を表立って疑うことも出来ない。それも当然だと思う。

　ただ、モーラの話が真実であれば、ケインス侯爵令息の目的は果たせていないはずで。きっとまたそのうち動きがあるだろうと考えられる。

　そのため、彼や彼の周辺をマークして、尻尾を出すその時を地道に待つしかないという結論に至った。

「とはいえ、問題はその呪い……祝福だよね」

　殿下は律儀にこれを『祝福』だと言う。どう考えても呪いなんですけど……。

　そんな気持ちが顔に出ていたのか、ラシード団長が半笑いで告げた。

「あー、魔族であるモーラを護送する際、当然だが魔封じの魔道具を装着させていた。あの時モーラは呪いをかけることが出来なかったんだよ。呪いは魔力を使うからな。ただ、祝福は種族固有の加護みたいなものだから、魔力を使わず発動できる。つまり、それが呪いではなく祝福であることは間違いない」

「嘘でしょ！」

　まさか、本当にこれが祝福だなんて！

「とはいえ、効果は推して知るべし。ゼルモがマクニール嬢に触れていれば疲労回復や怪我の治癒ができるとはいえ、問題はその触れていること自体だものね。男であるゼルモはともかく、祝福が解けた後のマクニール嬢の将来に差し障るだろう」

「あの！　私の家はしがない貧乏子爵家で、私には兄と姉がいます。だから結婚は諦めていました。政略結婚するにはうまみがない上に私はこの容姿ですので……なので私の将来については心配はいりません」

　私のせいなのに、私を気遣ってくれようとする話の流れにいたたまれなくて慌てて声を上げた。

　今言ったことは嘘ではない。そのつもりで頑張って王宮治癒士になったんだもの。

　まあ、ウィリンガム副団長が相手であれば噂や嫌味、多少の嫌がらせなんかは覚悟しないといけないかもしれないけれど、そもそも呪われているのは私なので、そこは我慢するしかない。

「問題はウィリンガム副団長の評判の方で……」

　ちらりと隣の副団長に視線を向けると目が合った。思わず肩がびくりとはねる。

「俺は何の問題もない」

「ですが……評判は気にしないにしても、副団長は女性が苦手でいらっしゃいますよね？」

「別に、苦手ではない。好き勝手に噂されていることも知っているし、表立って否定してもこなかったが、女嫌いでもない」

　えっ！　そうなの？

　とても意外な真実である。嫌いなわけではないけど、ただ冷たいだけ……？

　そう、実際に女性に冷たいことは知っていた。

　いつぞや夜会で見かけた時に、珍しく彼に声をかけた令嬢がいたが、その時の彼はとんでもなく冷たい態度で、令嬢は顔を真っ赤にして涙目で退散していたのを見たのだ。

　その印象が強くて、女嫌いって本当なんだ～などと思っていたのだけれど。

　副団長は見目麗しいから、女性にモテるのが煩わしくて冷たくした結果、そういう噂がたってしまった、とかだろうか？

　驚きのあまり黙っていると、ウィリンガム副団長は私の顔を覗き込んできた。

　思いのほか距離が近くてカッと顔が熱くなる。

「それとも、やはり君は嫌か？」

「そんなことは……」

　顔を赤くして、目を泳がせ、困り果てた私を見かねて、王太子殿下が助け舟を出してくれる。

「あー、ゼルモは本当に気にしないと思うよ。心のままに振る舞って、女嫌いだと言われても平気な顔をしているやつだし。ごめんね、今回の件は公に出来ないから、理由もなく長くゼルモを休ませるわけにはいかないんだ。仕事をするということは疲労もたまるし怪我もする。君との接触をなくすこともできない。君には負担をかけるけれど、許容してもらえるか？」

　王太子殿下に申し訳なさそうにそう言われて飛び上がる。

「とんでもございません！　そもそもは私が迂闊にも呪われてしまったことが原因ですから」

　被害者であるゼルモ副団長が寛大にも受け入れてくれている手前、私も腹をくくるしかない。

　修道院にいるモーラに祝福を解く条件を問いただしても、『そのうち効果が切れる』というばかりで話にならないらしいし。

　とにかく今は現状を受け入れて、騎士団で内密にケインス侯爵令息の事件を追いながら、普段通りに粛々と職務に励むしかないということになった。





　◆◇◆◇






　俺は自分が女嫌いだと言われていることは知っていた。だが、なにも女が嫌いなわけではない。

　最初は寄ってくる女性にもそれなりに誠意をもって対応していた。

　ただ、そうしていると外堀から埋めようと、勝手に俺と関係があると言う噂を流す令嬢や、あからさまに媚を売ってくる令嬢、はたまた職務の都合でただ少し会話をしていただけの女騎士や女官などに嫌がらせをしはじめる令嬢などが現れ、辟易するようになった。

　そのうち、こちらの誠意をそんな風に無下にされるならばと、興味がない相手にそのことを隠すことをやめ、無理に笑顔を張り付けることをやめた。そうして心のままに振る舞うようになると、女嫌いなどと噂されるようになっただけのことである。

　それでもその噂が広まるうちに令嬢たちは俺のことを『冷たくて恐ろしい男』だと考えるようになったらしく、むやみに寄ってくる相手はいなくなった。

　それが快適だったし、騎士団での立場が上がるにつれて持ち上がるようになった絶対に遠慮したい縁談などでも相手の方から拒絶されるようになり、自分にとっていいことしかなかったため、放置していただけのことだ。

　女性に全く興味がないわけでもないし、欲がないわけでもない。ただここまでくると下手な令嬢と適当に遊びにふけるような面倒なことは絶対にしたくはなかったし、せっかくならばこの人だと思えるような人を唯一の相手にしたい。

　そんな風に考えるようになっていた。

「ゼルモは意外とロマンチストだよね」

　結婚についてどう考えているのか、と尋ねられた時にそのような気持ちを包み隠さず答えると、王太子殿下は一度目を丸くした後、声をあげて笑っていた。

　ロマンチスト……これが？　至って普通の感覚だと思うが。

　俺からすればとにかく欲を発散出来ればそれでいいと、興味もない相手に触れる男の方が理解できない。面倒でしかないではないか？

　そんな考えでいたものだから、自分に経験がないこともとくに気にしたことはなかった。

　それなのに淫魔であるモーラにそのことを指摘された時、平静でいられず、一瞬魔力制御が効かなくなり氷の杭を打ち付けてしまうという失態を犯したのは、そこにマリシュカがいたからに他ならない。

　経験がないことを情けないことだなどと思っているわけではないのに、なぜかマリシュカにそれを知られることをひどく恥ずかしいと感じてしまったのだ。

　マリシュカ・マクニール。実は、彼女のことは以前から少し気にかけていた。

　彼女は優秀な治癒士で、彼女がいる時の任務の安心感は他の誰とも比べ物にならない。

　働き者で、それなのに自分の功績を主張することもなく、控えめで、誠実な態度を崩さない。

　黙々と治癒をこなし、自分の力で誰かの痛みを和らげることができた瞬間、ふわりと甘やかな微笑みを浮かべる。一瞬で、とても些細な微笑みだが、初めてその顔を見た時からなぜか彼女を目で追うようになっている自分がいた。

　俺はきっと……彼女が心配なのだ。

　優秀で誠実なのに、なぜか一部の騎士が彼女を無下に扱っていることに気付いていた。

　彼女の容姿を蔑み、治癒担当として同行するのがマリシュカであることを残念に思っているのだと本人に向かって主張する。

　とても許されることではないと、マリシュカに自分から相手の騎士を罰しようかと提案したことがある。

「皆さん、気安さから軽口をたたいているだけなので罰する必要はありません。騎士様は命をかけた戦闘を行う緊張感とストレスで、そういう冗談を言いたいこともあるんでしょう。……それに、私が冴えなくて地味な容姿なのは本当のことですから」

　マリシュカ本人が罰することを望まないならば、俺が勝手に動くことは迷惑になるかもしれない。そう思い、その話はそれ以上続けることは出来なかった。

「私なんかのことまで気にしてくださってありがとうございます。ウィリンガム副団長は本当に素晴らしい人格者でいらっしゃいますね」

　そう言って笑っていたマリシュカは、その時も少し伏し目がちで、俺と目を合わせることは決してなかった。

　恐らく、マリシュカも俺のことが怖いのだろう。話しかけられたことを迷惑に感じているかもしれない。

　職務であることがはっきりと伝わるような態度で接しておいてよかった。もう少し気やすい雰囲気をだしていたら、あの優しいマリシュカの表情が嫌悪に歪むところを見る羽目になっていたかもしれない。

　……それはあまり経験したくないことだ。

　そもそもマリシュカ本人や彼女を侮る騎士達などはまるでマリシュカの容姿があまり良くないような言い方をするが、俺にはそれが不思議でならない。

　厚い眼鏡をかけているから分かりにくいが、彼女の澄んだ森のようなグリーンの瞳は美しいし、丸く大きな目には愛嬌がある。その奥に隠されている素顔もなんとも愛らしい。小柄な体に華奢な手足はいわゆる庇護欲を誘うものであるし、小さく赤い唇を見ると餌付けしたい気持ちが湧いてくる。

　確かに彼女の持つ雰囲気に派手さはなく地味といえるかもしれないが、それは恐らく本人がそのような格好や態度を好んでいるせいだろう。

　騎士は戦況を見極め、相手の動きを見極める必要があるため、目がいい。それは視力だけの問題ではなく、本質を見抜く目の良さだ。

　だから、騎士である俺にはマリシュカの魅力が見えている。他の騎士もあれが見えないわけがないから、まさか可愛さ余ってその相手を虐めるなどという、およそ子供のような真似をしているのだろうか。

　……騎士が？

　理解できないが、理解できないことの方が多いのが世の常だ。

　マリシュカを貶めるのは不快なので、行き過ぎていると判断した時のみ、相手に制裁を加えることにし、それを実行していた。マリシュカが気にするといけないので、彼女には分からないように。

　そんな風に一際目が離せず、誰よりも心配なマリシュカが、淫魔の呪いにかけられた。




（なんだ、この衝動は……!?）

　マリシュカに手を伸ばしたくてたまらなくなる。そして触れるとじわじわと体の奥から熱とエネルギーが湧きあがるような心地がする。現れた魔物を討伐した後、他の騎士に後始末を任せて別の魔物がいないか確認して回った後のことだ。突然飛び出してきたマリシュカが怪我をしてしまわないよう、抱き留めただけだったのに。

　すぐに起こしてやり、離せばいいものの、どうしてもそれができない。

　なぜこんなにいい匂いがするんだ？　それにとてつもなく柔らかい。気が付けば手が本能のままに動いていた。とはいえ、これでも理性が仕事をした方だろう。本当ならば、すぐにマリシュカの隠された秘部に、勢いのままに昂りを突き入れてしまいたいほどだったのだから。

　離れたがるマリシュカがどんな顔をしているか見ようとして、その潤んだ瞳と紅潮した頬に息をのんだ。困り切って眉をさげ、口を小さく開けているその様に、吸い寄せられるように口づけをしていた。

　ああ、マリシュカは唇まで柔らかい。なぜか甘い気もする。それにやはりいい匂いだ。

　──その後、マリシュカと淫魔モーラに事情を聞き、事態を把握した。

　これが……淫魔の呪い……！

　やっと我に返って愕然とした。マリシュカが拒絶しようとしていたにも関わらず、俺は彼女に何をした？

　彼女を抱きすくめ、唇を奪い、この手でその豊かな胸に触れ……。

「ぐっ！　ううううう」

　俺はゴミクズだ！

　それなのに、今度こそなんとか衝動を抑え込もうとする俺に、彼女は明るく言ってのけたのだ。

「ウィリンガム副団長！　私は大丈夫なので、どんどんきてください！　むしろ役得っていうか、本当に、全然、嫌じゃないし、ええと、つまり副団長はゴミでもクズでもありませんから！」

　……マリシュカは天使なのではないだろうか？

　こんな、令嬢たちからも恐ろしがられている俺が気にしないようにと、健気にも笑って見せるのだから。

「そうか。ならば、その言葉に甘えよう。呪いのせいで仕方のないことだしな」

　ここでこれ以上俺が気にしても、優しいマリシュカに余計に罪悪感を抱かせるだけだろう。

　それならば彼女の言葉に甘えさせてもらった方がいい。そのように判断した。

　どちらにせよこの衝動に完全に抗うことなどできそうもないのだ。

　むしろ考えてみろ。この呪いが、もしも俺以外の男を対象にしてしまっていたとしたら……。

（いや、そんなことは到底許せそうにない）

　その場合、恐らく相手の男の命はなかっただろう。そうでなければマリシュカの身が危険すぎる。

　結果として彼女を守るために、俺が剣を振るうしかなかった。

　人一人の命が守られたのだ。マリシュカには申し訳なく思うが、これが最小の被害だったと思うしかない。

　王太子殿下の執務室で今後の方針について話をしたあと、退室前に殿下にこっそりと俺だけが呼ばれた。

「お前、ひょっとしてマリシュカ・マクニール嬢のこと好きなの？」

　思いもよらない言葉に目を見開く。

　好き……？

　それは、いわゆる、恋愛感情という意味でか？

　俺が、マリシュカのことを好き……？

　考えれば考える程、思考の迷宮に迷い込んでいくような心地がする。

「あ、無自覚だった感じか。さすが童貞……」

　殿下がふっと鼻で笑うが、それどころではない。

　好き……好き……俺が、マリシュカのことを……。

　この気持ちは、庇護欲や上司としての責任感ではなく、恋情と呼ぶようなものだったというのか……？

「まさか」

「いや、耳まで赤くしてそんなことはないなんて言わないだろ？」

　呆れたような殿下の声が耳を素通りしていく。

「も、もしそうだったとして、どうすればいいんだ。毎日挨拶を交わすなどということもなく、親しく会話をすることもなく、お茶をともに飲んだこともない。手紙やプレゼントを贈ったこともないし、一緒に食事をしたこともない。それなのに、全ての段階を飛ばして彼女にく、口付けをしてしまった」

　口づけどころか、彼女の体にも触れてしまった。つい思い出してしまい、体の奥が熱くなる。

　ダメだ！　これ以上ゴミクズになるな！

　俺は必死に自分に言い聞かせながら、カッと殿下を見つめた。殿下の顔を見ていると集まってくる欲が霧散していくのを感じる。

「え、なんでそんなに睨んでくるの!?　というか、なにそれ？　ゼルモって意外と夢見がちなんだな……」

「もう嫌われているかもしれない」

　自分が彼女を好きかもしれないと思った途端、彼女から嫌悪されているかもしれないということがとてつもなく気になり始めた。

　どうすればいいんだ……。挽回、できるのか？

「どうすればもなにも、今が最高にチャンスだろ？　だって『仕方なく』お前とマクニール嬢は接触するしかないんだし。マクニール嬢も受け入れる覚悟を決めたようだし、こうなったら祝福の効果が切れる前に彼女を振り向かせるんだな。なに、向こうもきっとまんざらではないだろう」

「なるほど……！」

　目からうろこだ。そのような考え方があるとは……。

　確かに、よく考えればマリシュカは俺を受け入れるようなことを言ってくれていた。ひょっとして、彼女も俺に対して好意があるのでは……？

　そう考えると、心が弾む。

　そうか、よく考えると、この状況はある意味合意の上で彼女に触れてもいいというわけである。冷静になればこんなにも幸運なことがあってもいいのだろうか？




　──この時、令嬢とまともに関わったこともなく、およそ様々な男女関係の経験のない俺は気が付かなかったのだ。

　自分を励まし背中を押すようなことを言った王太子殿下が、まるで悪戯をしかける子供のような微笑みを浮かべていることに。

　そして、自分がとても危険な思考に陥っていることに……。







第二章◆甘い触れ合いも呪いのせいだから仕方ない、ですよね？








　職務中、ウィリンガム副団長は至って普通の様子だった。

　いや、そりゃそうだよね、疲労がたまると呪いの力が強く作用しやすくなるということだったもの。つまり疲れていなければ呪いに振り回されることもないのだ。

　そのため、一日の最後にウィリンガム副団長の元へ行き、手を繋いだりして疲労回復に努める、ということになっていた。

　王太子殿下の前でぴったり寄り添われた時にはこれからどうしようかと途方に暮れたけれど、人前で近寄ってくることもないし、心配は杞憂に終わりそうだ。

　──と、そう思っていたのだけれど……。

「ウィ、ウィリンガム副団長!?」

　一日の仕事が終わり、副団長が城に与えられている自室に足を踏み入れた私はすぐに彼の腕の中に有無を言わさず抱き込まれ、混乱の中にいた。

　あ、あれー？　手を握るだけでよかったんじゃなかったっけー……？

「ああ、君に触れていると本当に癒されるな……」

　それでも、ウィリンガム副団長が心の底からといったように零すので、何も言えなくなる。

　……確かに、ウィリンガム副団長はその職位についてしばらく経つ。それはつまり、団長と副団長だけが身に着けているあの疲労回復効果がある魔石を身に着けるようになってからもしばらく経つということだ。

　そのため、よほどのことがない限り疲労を覚えない騎士生活をしていたに違いない。

　そんな中で突然、私に触れなければ一切の疲労が回復しないなどということになってしまい、普通以上に疲労がたまりやすくなっているのではないだろうか。

　そう考えると、手をつなぐだけでは間に合わず、思わずこのような行動に出てしまうのも仕方がないことだと思えた。

　そ、そうよね。呪いのせいだもの。仕方ないわよね……。

「そういえば、俺はウィリンガムではなく、ゼルモと呼んでくれと君に言わなかっただろうか？」

「えっ」

　そういえば、そんなことを言われたような気もする。森で。体を触られながら……。

　だ、だめだ！　これ以上あの時のことを考えてはいけない！　心臓が持たなくなる！

「ウィリンガムは長い。ゼルモと呼んでくれ」

　私が答えられずにいると、さらにお願いされる。

　そうはいっても、私のようなただの治癒士が、副団長のことをお名前で呼ぶなんて許されないような気がする。

「だめか……？」

「いえ！　だめではありません！　で、では、ゼルモ様と」

　く……！　いつもいつも怖い表情を浮かべてばかりのくせに、そんな捨てられた子犬のような顔をするから！　つい承諾してしまった。本当にいいのかな？

　だけどウィリンガム副団長──ゼルモ様は満足そうで。もうこうなったらどうにでもなれと、これ以上考えることを放棄した。

　それに……正直ちょっとだけ嬉しい……ような……気がしなくも、ない。

　私はこの時、まともに会話できていることで油断していたのだ。

「は、……マリシュカ」

「え、え、ゼルモ様？」

　吐息交じりに名前を呼ばれ戸惑う。

　ゼルモ様の様子がなんだかおかしい。

　そういえば、密着している体も熱い気がする。

　ちょ、ちょっと待って、まさか……。

「マリシュカ」

　もう一度呼ばれるものの、今顔を上げてはまずい気がする。そう思い無視しようとしていたけれど、不意に顎の先を摘ままれ、上を向かされた。

　そして気が付いた時には頬にゼルモ様の唇が触れていた。

「ひええええ！」

　これは！　また理性ぶっ飛んでますよね!?　なんで!?

「君は甘い匂いがするな……」

「気のせいですううう！」

　森での時と同じように、首元に顔を埋められ、悲鳴のような声で叫ぶ。

　あの時はラシード団長が来てくれたからなんとかなった。だけど、今この場所はゼルモ様の自室であり、今は職務も終わっている時間だ。

　よほどのことがなければ騎士としての呼び出しもなく、誰も来ないに違いない。

　ということは……絶体絶命だと言うことである。

「マリシュカ……俺に触れられるのは嫌か？」

「くっ」

　そりゃ嫌です！　と叫んでしまいたかったけれど、ためらってしまう。

　なぜならば、ゼルモ様の様子がおかしいのは呪いのせいであり、つまり私のせいなのだから。

　おまけに質の悪いことに、こうして正気じゃない間の振る舞いのこともゼルモ様は忘れずに記憶にとどめているということが分かっている。

　さらにいえば、森でのことを考えると、私が拒絶したからと言って理性の飛んでいるゼルモ様がやめてくれるとは限らない。

　つまり、私が拒絶したうえでゼルモ様が卑猥な触れ合いを続けた場合、正気に戻った時にゼルモ様は恐らく、死ぬほど自分を責めることがとても容易に想像できてしまうわけで……！

（それは絶対にダメ！）

　尊敬するゼルモ様に、そのような感情を抱かせるなど自分で自分を許せそうにない……！

　働かない頭で必死に考えて考えて……腹をくくった。

　もとより覚悟を決めていたはずでしょう、マリシュカ・マクニール！

　心の中で自分を鼓舞した私は、私を抱きすくめるゼルモ様の背中にそっと腕を回した。

「い、嫌じゃ、ありません……！　むしろ、そう、とってもとっても、嬉しいなぁ……！」

　うう、とんでもない棒読みになってしまったわ……！

　これではさすがに本音じゃないとバレてしまったかもしれない。

　そんな私の葛藤をよそに、ゼルモ様はホッと安堵の息をついた。

「よかった。君に拒絶されたら死にたくなるところだった」

　くっそー！　甘い言葉と見せかけてちょっと不穏！

　その『死にたくなる』がどこまでにかかっている気持ちなのかが分からない。

　こんな風にして私に触れて、我に返った時に逆に死にたくならない？　大丈夫？

　とはいえ、今この状況でこれ以上の正解が見つからない。

　と、とりあえずはゼルモ様が嬉しそうにしているからこれでいいかな……？　まあ嬉しそうにしていること自体が呪いのせいなんだろうけど……。

　ゼルモ様には申し訳ないけれど、私に触れたことにたいするショックはなんとか飲み込んでほしい。これは事故ってことで！

　ふいに、ゼルモ様の手が私の腰をするりと撫でた。突然の感覚に背中がぞくぞくして思わず体が震える。

　もうこうなったら、どれだけ考えてもゼルモ様の気持ちの動きは私などには分からないのだから……私は深く考えることをやめた。

　そう、呪いのせいでゼルモ様の行動がどんなにおかしなものだとしても、せめてゼルモ様が嫌がる私を無理に触ったなどと決して責任を感じないように……罪悪感を抱かないように……呪いのせいで私達の間に起きることは、むしろ私にとってはとんでもなくラッキーで役得なのだと振る舞うのだ。

　そこまで考えて、それは案外、とても簡単なことじゃないだろうかと気付いてしまった。

　だってこうして触れられることに、罪悪感と戸惑いは覚えても、実際のところ、言い聞かせるまでもなく、嫌だという気持ちは一切湧かないのだから。

　そのことに思い当り、一気に心臓がはねた。

（私……まさか、本当に嬉しいと感じている……？）

　カッと頭に血がのぼる。

「マリシュカ？　恥ずかしいのか？　顔が赤いな」

「い、言わないでくださいぃ……！」

　しかもとんでもなく声が甘い気がするんですけど!?

　恥ずかしさのあまり両手で顔を隠したけれど、その手を片方ゼルモ様にとられ、はがされる。びくりと震えてしまいながら、思わず見たゼルモ様の顔は、まるで蕩けるような崩れた表情になっていて。

　な、なにそれ！　その顔！　まるで本当に私のことが好きかのようじゃないの！

　呪い怖い。恐るべし。

　震えあがる気持ちも、ゼルモ様の手がさらに強く私を抱き寄せることですぐに考える余裕がなくなっていく。

　私、多分全身が心臓になってしまったかのごとくバクバクしているんだけれど、絶対ゼルモ様にも伝わっているよね……!?

　身を固めていたら、腰に触れていたゼルモ様の手が服の上を移動して、私の胸のふくらみをそっと包み込むように触れた。

（ひっ！）

　あ、あれー!?　抱きしめられた時から思っていたけど、疲労回復には握手だけでも効果があるんだよね……!?

　戸惑いながらも、そういえば部屋に入った時、思った以上に顔色が悪かった気もするな……と思い出す。

　ゼルモ様は騎士で、おまけに副団長。お仕事は当然大忙しだし、自分の訓練以外にも部下の騎士様の指導だったリ、逆にラシード団長のサポートなんかもしなくちゃいけないわけで。

　魔石の疲労回復効果が使えなくなった今、つまりはとんでもなくお疲れあそばしている……!?

　なるほど、だからしょっぱなからスキンシップが激しかったのかあ……！

　現実逃避にあれこれと考え続けていたけれど、ゼルモ様の手がやわやわと私の膨らみを揉み始めたことで一気に頭の中が緊張と混乱でいっぱいになる。

「っふ……！」

　やだあああ恥ずかしいいいい！

　こんな声が自分の口から出る日が来るとは！

　こんなの、私のことをカレンさんと比べて揶揄うばかり騎士様なら絶対に「マクニールのくせに（笑）」と馬鹿にすることだろう。

　だけれど、ゼルモ様はどこか熱い吐息を零しながら、うっとりと耳元で囁いた。

「マリシュカ、なんて可愛い声を出すんだ」

「っひいい……」

　触られた瞬間に堪えた悲鳴がついに漏れてしまった。

　だけど仕方ないよね!?　こんなの初めてだし、想定外だしっ！

　ゼルモ様、本当にほんとーっに、呪いが解けた後に死にたくなったりしないだろうか!?

　そんなことを考えている間にも、ゼルモ様の大きくて熱い手は私の胸を触り続けている。

　森でも危うかったとはいえ、ここまで大胆に触られることは初めてで。羞恥にどうすればいいか分からないでいるうちに、その指が仕事着にしているワンピースの布越しにひっかけるようにして下着をずらし、そのまま指先がいつの間にかピンと張り詰めていた先端を掻くように触れた。

「あぁっ、ん……！」

　一瞬体の中心に電流が走るかのようにびりびりとした刺激を感じる。たまらずゼルモ様の腕に縋りつくと、その腕は私を支えるようにして抱え込んだ。

「マリシュカ、力が抜けたのか？」

「うう……！」

　確かに足ががくがくしていて力があまり入らない。恥ずかしすぎて顔を上げられないでいると、ゼルモ様はそのままの体勢で楽々と私を少し抱え上げ、移動し始めた。

　なに？　と思った次の瞬間には、ゼルモ様はソファに座り、私はそんな彼の膝の上に座っていた。

「ゼ、ゼルモ様っ、この体勢はちょっと……！」

「嫌か？」

　私を覗き込む目が潤んでいるように見える。

　こんなのずるい！　これで嫌だと言えるのは難なく男を振り回すことができようなとびきりの美女くらいですよ！

「い、嫌じゃありません」

　そう言うしかないじゃないの！

　そんな私の内心を知らないゼルモ様は、私を膝の上にのせたままぎゅっと抱きしめ、ハアッと息を吐く。まるで私の胸に顔を埋めるような体勢になった。

「ひゃあ……」

　胸元に熱くてぬめった感触を感じて思わず声を上げた。

　あれ!?　いつのまにかワンピースの胸元のボタン外されてる!?

　慌てて視線を落とした私の目に飛び込んできたのは、大きく開かれた胸元と、なんとそこに舌を這わせているゼルモ様の姿だった。

　嘘でしょ!?

「まっ、待って……ひいっ」

　咄嗟に仰け反ろうとしたけれど、ゼルモ様の右手ががっちりと私の腰を掴んでいて、ほんの少しも距離を取れない！

　おまけに左手が私の胸を下から掬い上げるように揉み、そのついでとばかりにさらに胸元を大きく広げ、なんとなく下着も少しずつ引きおろしていっているような……。

　ダメだ。受け入れる覚悟はできた、と思ったけれど、これはキャパオーバーです……！

　とにかく一旦、一旦落ち着きたい！

　そう思っていやいやと腰をひねって逃れようとして──その動きで、自分のお尻がなにやら固いものをゴリッと擦りつけてしまった。

　おまけにその私の動きに合わせて、ゼルモ様が小さく呻いたのも聞こえてしまった。

　これはまさか……!?

　あ、ああ、ああああ！

　そのまさかですね！　この部分はどう考えてもゼルモ様の股間部分で。

　つまりこれは、ゼルモ様の昂り……！

　気づいてしまえば、もう動けない。

「はあ……マリシュカ、意外と積極的だな……」

　ぎゃああ、誤解、誤解です！　そんなつもりじゃなかったんです！　その証拠に今私全く動いてませんよね!?

　あまりの恥ずかしさに泣きそうになりながら、そうではないのだと分かってほしくてゼルモ様と目を合わせる。

　それが全くの逆効果だとは気づかずに。

　アイスブルーの瞳と目が合って、息をのんだ。

　いつもの冷たい眼差しはどこにいったのか？　と探したくなってしまう程に熱く潤んだ瞳の中に、私が映っている。

　呆けて、情けない顔をした私の顔が……。

「マリシュカ、やはり君は可愛いな」

「そ、そんなわけっ……ああっ」

　どう見ても間抜け面なのに、ゼルモ様は心底そう思っているかのように耳元に顔を寄せると囁いて、そのまま私の耳朶を食むように咥える。当然ながらそんなことをされたのは初めてで、くすぐったいのかなんなのか分からない感覚に震えた。

　そんな私の反応に気を良くしたのか、ゼルモ様はさらに私の耳の中に舌を伸ばし、無遠慮に舐めまわしてくる。ぴちゃぴちゃと鼓膜に直接響いているのを我慢しているうちに、下腹の奥の方がなんだかじんわり熱くなってきた。

「んっ、ゼルモ様、も、やめ……あぁっ」

　荒い息を吐いたゼルモ様は、さっき寛げた私のワンピースの胸元を下着ごとグイっと力ずくで引き下ろすと、まろびでた私の胸に吸い付いた。

　ちりっとそこに痛みが走り、思わず見るとゼルモ様の唇が離れたそこに赤い痕が残っている。

　こ、これはいわゆるキスマークでは……!?

　動揺する間もなく、今度はゼルモ様の厚い手がスカートの中に伸びてくる。太ももをひと撫でした熱い手のひらはそのまま遠慮もせずに奥へ進み、あっという間に下着の隙間から指を差し入れた。

「きゃあ、あ、あ……ゼルモ様っ」

　初めての強い快感に思わずゼルモ様の首に縋りつくように抱き着く。

「ああ、マリシュカ、ここが濡れている」

「ひっ」

　ゼルモ様は嬉しそうに囁いて、今まで誰にも触られたことのない秘所を指でぬるぬると繰り返し撫でる。その動きに合わせるように、奥の方からとろりと蜜が溢れてくるのが自分でも分かって。

「あっ、あ、や……」

「ここを撫でていると溢れてくるな」

「ひゃん！　あぁっ……」

　ぬちゅ、と撫で上げた指がそのまま通りすぎて陰核に触れた瞬間、下腹部が甘く疼き思わず声が跳ねる。

　それが恥ずかしくて口を覆うと、ゼルモ様が嬉しそうにとろりと笑った。

「そうか、ここが気持ち良いんだな」

「や……待って、あ、あぁっ！」

　とんとんと指の腹で優しくタッチされ、声が止められない。そのままくにっと押したり優しくつぶすような動きを繰り返して与えられる快感に翻弄されていると、ゼルモ様はぬぷりと徐に指を挿し入れてきた。

「マリシュカ、可愛いな。君も、ここも。すごく吸い付いてくる」

「そ、そんなことっ……んああっ」

　味わうようにぬちぬちと指が動く。ゆっくりとそれを出し入れされて、抵抗も出来ずに甘い刺激に声を上げていると、段々と頭が真っ白になってきた。

「あ、ダメ、なんか変っ、変な感じがっ……」

「ああ、可愛いマリシュカ、達していい」

「やっ、あぁ、ん、だめぇっ！」

　止めようとしたのに、尚更嬉しそうに囁かれた次の瞬間、ゼルモ様の指の動きがぐぐっと早まる。そのまま上り詰めた私の中にぎゅうっと力が入り、そのままくったりと動けなくなってゼルモ様にしがみついた。

「マリシュカ……」

「えっ!?　ひっ！　あ、ああっ！　だめっ！　今、今イったばっかりだからぁ！」

　挿し入れられたままの指がぐにぐにと中をかき混ぜるように押してくる。必死で抵抗しようとするけれど達したばかりでほとんど力が入らない……！

「やだあ……！」

　あまりの気持ち良さに苦しくなって、懇願するように必死にゼルモ様を見た。

　……見るんじゃなかった……ゼルモ様はギラギラの目を細め、興奮を隠しもせずに笑っていた。

　誰!?　冷静で氷の副団長なゼルモ様はどこ!?

　そんな現実逃避も、ゼルモ様の指に激しく攻め立てられてすぐに出来なくなる。

「ああ、俺の与える快感に震える君はなんて可愛いんだろうな……！」

「やぁっ！　んん、あ、んふっ」

　泥濘を無遠慮にかき回す指と反対の手で、ゼルモ様は晒されたままの私の胸を揉んだり、爪先でカリカリと優しくひっかいたりと、好きに弄ぶ。その全てに快感を覚えてしまって、私はもう何も考えられなくなっていった。

　そんな私をよそに、ゼルモ様は泥濘に埋めた指をぐにぐにと中で動かすのを止めることなく、今度はまた胸に顔を近づけ、べろりと尖った先端を舐めあげる。

「ひっ、んんっ」

「すまない、片方が放置では申し訳ないよな。平等に可愛がってやらないと」

「いやっ、そんなの、ああっ」

　右手は秘所、左手は私の右乳房を弄び、舌で左の乳首を嬲られて……私はもう息も絶え絶えだ。

　それからどれだけ逃げようとしても抑え込まれ、攻め立てられて、二回も絶頂させられた後、やっとゼルモ様は私の中から指を引き抜いた。

「ん、ふ……」

「無理をさせて悪かった……だが、あまりにも君が吸い付くものだから、止められなかった」

「もう何も言わないでください……」

　恥ずかしくて死にそうな私の頬や瞼に、ちゅっちゅっと何度もキスを落としたゼルモ様は上機嫌で私を抱きしめる。

　密着度が上がるとまたもやゼルモ様の高ぶりがお尻の下にあたり、思わずびくりと震えたけれど、ご機嫌なゼルモ様は腰を引き寄せて身を引けないようにすると、押し当てるような位置で私を固定する。

「大丈夫、コレをどうにかしたりはしないよ。…………まだ」

　なんだか不穏なことを言っていた気がするけれど、「大丈夫」という言葉に一先ず安心した私はいつの間にか眠ってしまっていて、最後まで聞こえなかった。

　そして、ゼルモ様はこの、本当に疲労回復になっているのかどうかよく分からない触れ合いを、会うたびに繰り返すようになったのだった。
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　なるほど、確かにこれは呪いではなく、祝福かもしれない。マリシュカに触れながら、俺はそんなことを思っていた。

　マリシュカとの触れ合いの後、ふと思い立ち、俺はまだ勤務中だったラシード団長の執務室を尋ねた。

「令嬢を口説くにはどうしたらいいだろうか」

　俺の質問に、ラシード団長は目を見開いて硬直した。目玉が零れ落ちそうなほどに飛び出ているな、などとどうでもいいことを考えながらその目を見つめ返す。

「お、おお……まさかゼルモにそんなことを聞かれる日が来るとは。超絶女嫌いで笑わない氷の堅物副騎士団長様がな、この俺に女の口説き方を……」

「別に、女嫌いでもないし、普通に笑うが」

「知ってるけどな。相手は、その、マクニールか……？」

「他に誰が？」

　当然のことを聞かれるのがなんだか不快で眉を顰めて返す。

　それにラシード団長は「まじか……」「すげえなマクニール……」と何に対しての感想なのか分からないことをブツブツと呟いている。

「けどその質問をぶつける相手を間違っていないか？　自慢じゃないが俺はモテないぞ」

　暗にもっと女性に慣れている、そして遊び慣れているような男に聞いた方がいいのではないかと聞かれていることは分かった。

　だが、そうとも限らないと俺は考える。

「モテないのに結婚している団長だからこそ、その内容が有益なものである可能性が高いと考えたんだ。モテないのに、奥方を口説いたわけだろう？」

「言うじゃねえか」

　団長が渋い顔で俺を睨みつけた。

　ラシード団長は既婚者だ。顔も名前も全く思い出せないが、他の騎士達が「なぜあの美人がラシード団長と!?」と話していたのを覚えているので、恐らく美しい令嬢をラシード団長があの手この手で口説き落としたということは想像に難くない。その内容を聞きたいわけだ。

　令嬢に人気がある者の中には、自分からアプローチをかけたことがない者も多いと聞く。何もせずとも女性の方から寄ってくるからだ。

　実際、同僚騎士の中でも浮名を流しているやつにも同じ質問をしてみたが、目を丸くしながら答えた内容が「お前がちょっと微笑んで優しい雰囲気をだしていれば、どんな令嬢も向こうから勝手に寄ってくるだろ」だった。

　そんなやつの使えない助言など、今の俺には何の価値もない。

　なぜならば、俺は令嬢に寄ってきてほしくて口説き方を聞いているのではなく、ただ一人の心を揺り動かしたくてその方法が知りたいのだから。

「ちなみに、もちろんラシード団長の話だけを参考にする気はない。王太子殿下にも同じことを聞いてきた」

「お前は誰に恋愛相談してるんだよ！」

「とても親身にアドバイスをくれたが」

「あの方は面白がってるだけだろ……」

　呆れたようにため息をついたラシード団長は、それでも自分の経験を話してくれた。

「あー、まあ、なんだ、俺はいつでも言葉を尽くして褒めてたかな。恥ずかしいとかカッコ悪いとかそんなことを考えて飲み込んだりせず、思うままに言葉にして伝えるようにしていた。その時はそんなに深く考えていたわけじゃなくて、ただ思ったことを言葉にせずにいられなかったというのが本音だが、あとから聞いたらそういう単純なことが嬉しかったらしい……って、なんで俺はこんなことをゼルモに喋ってるんだ……！」

「なるほど」

　それなら簡単だ。マリシュカを前にして湧きあがる気持ちをそのまま口にすればいいということだな。

　俺は冷酷で無口だと令嬢達によく言われているようだが、何かを伝えるほど相手に興味がないから結果としてそうなっているだけであり、言いたいことがあるのに言えないなどというわけではない。

　ちなみに王太子殿下には「常に令嬢を思いやり、宝物を扱うようにしろ。言葉も大事だが、態度で想いを表すのも大事だからな！」と言われた。

　ラシード団長とは真逆のアドバイスではあるが、要は言葉でも態度でも気持ちを表せばいいということだろう。

　マリシュカがどんな反応を返してくれるかが楽しみだ。嫌悪の表情を浮かべられてしまわなければいいが。

　そう考えて、俺が触れた時の蕩けたような顔を思い出して体が熱くなった。

　そうだな、アドバイスを実行するとともに、踏み損ねた様々な恋の段階も、今からでも踏んでおくべきだろうか。

　毎日挨拶を交わし、会話をし、お茶を飲み、手紙を送ったり贈り物をしたり一緒に食事をしたり……。

　ケインス侯爵令息についての捜査にまだ進展はない。日常を崩しすぎると、相手に不穏な空気を悟られてしまうかもしれないため、何か動きがあるまでは通常の職務を遂行することになる。

　それならば今このような状態だからと遠慮するわけではなく、やりたいままに振る舞うことも必要だろう。

　自室に戻った俺は、明日のことをイメージしながらゆっくりと眠りについた。
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　ゼルモ様の部屋を後にした私は、王宮の敷地内にある治癒士が暮らす女子寮に戻った。

　寮に入ると、まず談話室があり、部屋に戻るにはその前の廊下を通ることになる。

　さっきまでゼルモ様に触れられていたことが気恥ずかしくて、急いで廊下を通り抜けようとしていたけれど、その前に談話室の方から声がかけられた。

「マリシュカちゃん、おかえり！」

　声をかけてきたのは騎士団内で一番人気の治癒士、美人が多い治癒士の中でもひときわ美人なカレンさんだ。

「ただいま戻りました」

「ねえねえ、マリシュカちゃん、ちょっとおしゃべりしましょうよ」

「はい！」

　カレンさんは気さくで、こんな私のことも可愛がってくれている。今日はゼルモ様との触れ合いが思いのほか濃密だったこともあり、早く寝てしまおうと思っていたけれど、カレンさんとおしゃべりして気持ちを切り替えるのもいいかもしれない。

（どっちにしろこのままじゃあ眠れないかもしれないし……）

　誘われるままに談話室に入り、自分の分のお茶を用意してカレンさんの向かいのソファに腰を落ち着けると、心配そうな視線を向けられた。

　カレンさんは筆頭治癒士であり、この女子寮の寮長でもあるので、今回の事情を話しておいてもいいかとラシード団長に確認されたことを思い出す。

　そっか、事情を知っているから、私の心配をしてくれているんだわ。カレンさんってば、見た目だけじゃなくて中身まで優しくてお美しい……。

「マリシュカちゃんのこと、気になっていたのよ。大丈夫？　虫けらみたいに見られたり、舌打ちされたりなんてしていない？　うっかり室内の荷物なんかに触ってゴミクズみたいに罵られたりとかもない？　人として尊重してくれている？」

「えっ」

　カレンさんの中のゼルモ様像がひどすぎて絶句した。

　ゼルモ様……自分の女嫌いのせいとはいえこんな美人にそんな誤解を受けていて、なんて不憫な人……。

　私があまりに悲しそうな顔をしていたからか、カレンさんはさっと顔色を変えた。

「え？　まさか手まであげられてたりしないわよね？」

「いやいや、まさか！　副団長、普通に親切ですよ」

　慌てて否定すると、安堵するように息をつくカレンさん。

「それならいいのだけれど」

　どうやら本気で私がひどいめにあっているのではないかと思っていたらしい。

　あまりの誤解に、この機会に少しだけでもゼルモ様の名誉挽回できればと思い、必死に訴える。

「はい。本当に、思いのほか優しいです。こちらが申し訳なくなるほど……それから、女嫌いと有名ですが、そういうわけではないそうですよ。普通に笑いますし」

　言いながら、ゼルモ様に甘く微笑まれたことを思い出して、つい顔が熱くなる。

「え、あの副団長が笑う!?　いや、でも……──ああ、なるほど、もしかして……へえ、ふふふ！」

「？」

　なんだかよく分からないけれど、カレンさんはとても楽しそうに満面の笑みを浮かべている。無邪気なその表情がとっても魅力的で……そりゃ人気があるのも当然だよね。

　美しい金髪に、空のような水色の瞳、表情豊かで優しくて魅力的で──私がこんな風だったら、ゼルモ様も呪いのお相手に選ばれて、嬉しかったかもしれないな。

　そんなどうしようもないことを考えて、なぜだか心臓がきゅうっと苦しくなった。

　なんだろう？　病気……？　私は健康にだけは自信があるはずなんだけど……。

　突然の体調の変化が不思議で少し俯くと、自分のツヤのないストロベリーブロンドの髪が視界の端で揺れた。見慣れたパサパサの毛先だけれど、そういえばゼルモ様に頭を撫でられたなと思い出す。

　こんな髪の毛に触れられてしまって……恥ずかしい気持ちもある。

「……髪の手入れくらい、ちゃんとしてみようかな」

「あら！　あらあら、まあまあ！　それがいいわよ！　女の印象の八割は髪で決まるっていう話もあるくらいよ？　綺麗にしてるに越したことないわよお」

　独り言のつもりで呟いたが、カレンさんが反応してくれた。

　その流れでどの香油がいいだとか、どれがどの店に売っているだとかを丁寧に教えてくれる。

　なんと紙にメモまでしてくれたのだ。親切だ。

「うふふ、ウィリンガム副団長の一方的な思いじゃあないのかしら？　いいわねえ、楽しいわあ」

　カレンさんは楽しそうに何か言っていたけれど、聞き返しても気にしないでと言われてしまった。

　……突然、今まで何もしてこなかった美容に興味を持って、変に思われたかな。

　だけど私は別に、ゼルモ様に女として見てほしいわけではない。

　あくまでただの心境の変化である。

　誰が美人だとかにも特に興味はない。

　ないったらない。





　◇　◇






　今日はゼルモ様がお休みの日なので、触れ合いのために会う予定はない。それをなんだか寂しく思いながらも、仕事が終わり、寮へ帰ろうと歩いていると、なんだか妙な雰囲気の一角が目に飛び込んできた。

　妙な、というのも、なんとも表現しがたい様子なのだ。

　人がまばらに集まり、チラチラと何かに意識を向けては、気もそぞろに一緒にいる友人なんかと話をしている。

　うん？

　よく観察していると、一角の向こうに人影が見えた。

「あれっ、ゼルモ様!?」

　そこにいたゼルモ様は振り向くと、私を見つけて薄く微笑んだ。

　その途端、遠巻きにみていた令嬢達から悲鳴のような声があがる。

　ああ、分かります……ゼルモ様、普段あまり笑わない分、笑顔の破壊力がやばいですよね……。

「マリシュカ」

「ど、どうされたんですか？　こんな場所で」

　ここは王宮から治癒士や女性騎士様など様々な王宮に仕える女性の女子寮が立ち並ぶ場所へ続く道で、つまり女性がとてもよく通る。

　現に今もたくさんの女の子たちがゼルモを遠巻きに見ては意識していた。

　あの妙な雰囲気は、彼が気にはなるけれど女嫌いだと知っているから声はかけられない、そんな微妙な乙女心の集合体が作り出していたわけである。

　けれど、当の本人はそんな雰囲気や自分に向けられる視線など全く気にしていないようだ。

「君を待っていたんだ」

「え、わざわざ？　あっ、ひょっとして、体調が悪いですか……!?　お休みだから大丈夫だろうと油断していました。呼び出していただければよかったのに」

「いや、そうじゃない」

　ゼルモ様は少し言い淀み、視線を下にさまよわせながらもじもじっとしている。信じられないことにほんのりと頬まで染めている気がする。

　え。なにこれ？　なんだか可愛いんですけど。

「一緒に、食事でもどうだろうかと思って来た」

「へ」

　思わぬ提案に、ポカンとしてしまう。

　すぐに返事をしない私に、ゼルモ様はさっきよりほんの少し暗い声で言った。

「マリシュカが嫌なら無理にとは言わない」

　ハッ！

「いえ！　いいえ！　嫌なんかじゃありません。ただ驚いて……はい。……嬉しいです」

「それならよかった」

　ゼルモ様はまたもや微笑んだ。安堵したように、フッと。

　明日は槍でも降るかもしれない。それとも氷の杭だろうか。

「それじゃあ行こう。このままいけるか？」

「はい、大丈夫です」

　歩き始めたゼルモ様の隣に私も並ぶ。

　しかし彼は少し進んだところで急に立ち止まると、私に向き直った。

「ちなみに、体はとても快調だ。やはり昨日マリシュカを存分に抱いていたのがよかったんだろう。君には負担をかけてしまったが」

「……それはよかったデス」

　ゼルモ様の言い方に少し問題がある気がする。「抱いていた」のではなく「抱きしめていた」くらいのものだと思うのだけど……。いや、確かに散々好きにされたけど……その言い方だと最後の一線まで超えてしまったみたいではないか。

　が、本人は言葉通りスッキリした顔をしているのでまあいいだろう。

　たまたま少し声が聞こえたらしい見知らぬ通行人が一瞬ギョッとした顔でこちらを見た気がするが、きっと気のせいだ。うん、気にしたら負け。




　ゼルモ様が連れて行ってくれたのは、通りから少し隠れたところにある小さなお店だった。

　どうやら馴染みのお店のようで、店主の男性はゼルモ様が私を伴っていることに一瞬目を丸くした後、とても嬉しそうに豪快な笑顔を見せてくれた。体の大きなおじさんだが、雰囲気もおおらかである。

　ここはこの店主が一人で切り盛りしているらしく、席も少なく、穏やかな時間が過ごせそうな場所だ。

　確かに、なんとなくゼルモ様はこういうところの方が好きそうだな、とそこまで思って、訳知り顔な自分がおかしくなってきた。

　今日も、二人でいろんな話をする。

　さすがに私に慣れてきたゼルモ様は当初の印象からでは考えられないほど口数が多く、実は話すのが好きなようだった。

　騎士たちの間では普通にいつもこんな風らしい。

　──きっと、女の子たちの中ではこんなゼルモ様を知ってるのは、私だけ。

　料理がおいしいからか、体だけではなく心もぽかぽかしてくる。

　そうして二人でゆっくり過ごし、お店を出ようとなった頃にはいつの間にか支払いがすまされていた。

「えっ、いつのまに？」

「俺が誘ったのだから、これくらいは当たり前だ」

　そういうと、フイッと前を向きさっさと歩き始めてしまう。

　慌ててついていくと、その耳が少し赤くなっているのが見えた。

　──ひょっとして、照れくさいのかしら。

　なんだかムズムズする。今日のゼルモ様はいつもより表情豊かだ。

　とはいえ、それはそれとして申し訳ない気持ちもぬぐえない。

「やっぱり、少しだけでも払います」

「いや、いいんだ」

　ポケットに手を突っ込む私を慌ててゼルモ様が抑える。

　その勢いで、カサリとメモを落としてしまった。

「これは？」

　拾ってくれたゼルモ様にメモの中身が見えたらしく、首を傾げている。

　書いてあるのは香油の名前と、売っているお店の名前だ。単語だけで書いているので知らない人から見れば得体のしれない呪文のようにも見えるかもしれない。

「ふふ、これは香油とそのお店のメモなんです。次のお給金をいただいたら買おうと思って。治癒士のカレンさんが書いてくれたんですよ」

　思わず自分のくすんだストロベリーブロンドの毛先を触る。やっぱりパサパサだ。

　今からでもきちんと手入れすれば、カレンさんのようにウルウルツヤツヤの髪になるだろうか。

　ゼルモ様は私にメモを渡しながら不思議そうな顔をした。

「カレンさんとは誰だったか？」

「ええっ!?　カレンさんが誰か分からないんですか!?　あれだけ騎士様たちに大人気なのに!?」

　たまらず思いきり仰け反ってしまった。

　勢いあまってよろめくと、すかさずゼルモ様が私の手を掴み、転ばないように引き寄せてくれる。

「あ、す、すみません」

「いや。マリシュカは意外と落ち着きがないな」

　うっ。そうだろうか、たまたまだと思いたい。

　しかしたった今助けられた手前、そんなことはないとはとても言えなかった。

「あの……？」

　だけど、掴まれた手がそのままなのはどういうことだろうか。

「次も俺の助けが間に合うとは限らない。それなら最初からこうしていれば安全だろう。……疲労回復にもなる」

「は、はあ」

　そう言うと、また歩き始める。今、私達は完全に手を繋いで歩いている。

　──これはどうとらえればいいのだろう。手を繋ぐだけの健全なものとはいえ、人前でこうして触れているのは初めてだ。

　いやだめだ。深く考えてはいけない気がする。疲労回復にもなると言ったではないか。それが全てだ。

　うっかり変なことを考えてしまわないように、慌てて話題を変えた。

「そ、そういえば、本当にカレンさんのこと、分からないんですか？」

「俺の遠征に同行したことのある治癒士か？」

「はい、何度も。カレンさんは筆頭治癒士ですし。ちなみにこのあいだ私が一緒の時にもいましたよ」

「そうか」

　眉間に皺を寄せてぐっと考え込んでいる。思い出そうとしているのだろうか。

　しかし結局、しばらくすると「やはり分からない」と言ってそれきり興味を失ったようだった。

「恥ずかしいが、女性の名前をなかなか覚えられないんだ。顔を見れば分かるかもしれない。騎士や王族の名前などは職務の都合上覚えられるのだが」

「そうですか……」

　それにしても、あんなに騎士達が声高に騒いでるのに……不思議。




　その翌々日のことだ。

「マリシュカ、ちょっと待ってくれ」

　勤務中、廊下ですれ違う時に、ゼルモ様に呼び止められた。

　彼はゴソゴソと騎士服の上着を探ると、小さな箱を取り出し、私に差し出す。

「これを君に」

「なんですか、これ？　開けてみても？」

　ゼルモ様が頷くのを見て、箱にかけられたリボンをほどき、開けてみる。

　中には小さくてとても可愛い小瓶が入っていた。全体がうっすらとピンク色で、瓶自体に繊細な細工が施されている上に、蓋の部分が花の形になっている。なにこれ可愛い。

「これは……？」

「それは香油だ。その……君のメモを見て、いつも時間を割いてくれている礼にと思って…………マリシュカが落としたメモに書いていたものだから、間違いないと思うんだが」

　なんと。お給金が出たら買おうと思っていた、カレンさんがお薦めしてくれた香油だった。

　確かに、ゼルモ様はメモを拾ってくれて中身を見ていた。

　──でもあの一瞬で内容を覚えてわざわざ買ってきてくれたの？　香油を扱ってるお店なんて、それこそ店員もお客さんもほとんどが女の人のはずなのに？　きっとゼルモ様にはとても居心地の悪い場所だったに違いない。

　それなのに、私のために、わざわざ……？

「一応、万が一あまり気に入らなかった時のために小さなものにしたんだが」

　私の反応を伺うように見るゼルモ様。

　まるで大きなワンちゃんみたいな目をしていて思わず顔が綻ぶ。

　どうしよう、嬉しい。どう考えても私がお詫びをしなくちゃいけないくらいで、お礼なんてしてもらうような立場じゃないのに。

「ありがとう、ございます。すっごくすっごく……嬉しいです」

「そうか、よかった」

　思わずくすんだストロベリーブランドの毛先を触る。

　相変わらずパサパサだけれど、心だけはうんと潤っていた。




「えっ！　この香油、ウィリンガム副団長がくれたの!?」

　その夜、寮の談話室でまたしても待ち構えていたカレンさんが驚きの声を上げた。

　今日は髪がツヤツヤね、と褒めてもらえて、嬉しくてつい今日の出来事を話してしまったのだ。

　カレンさんは目をキラキラと輝かせている。

「えっ、やっぱりこれってどう考えてもそういうことよね？　うそ～ドキドキしちゃう！　ねえ、せっかく髪もツヤツヤになったんだし、他にもお洒落しましょうよ！　だめ？」

「だめじゃ……ないですけど」

「やった！　ずっとマリシュカちゃんのこと、着飾らせてみたいと思ってたのよ！」

　私なんかが、着飾ったって……。そう思う気持ちはあいかわらず胸の中にあるのに、カレンさんの言葉に少し気持ちが高揚する自分がいた。

　ちょっとやそっと身ぎれいにしたって、美人にはかなわない。だけど、どうせ毎日のようにゼルモ様と顔を合わせることになるのなら、せめて少しでも可愛くした状態で見てもらいたいな、なんて──ハッ!?　私は一体、何を考えて!?

「まずは眼鏡を外してみて……って、ええっ!?　嘘でしょ!?　なにこれ!?　──って、あれ？　もしかしてこの眼鏡、ほとんど度が入っていない……？」

「え？　あ、ああ、学院に通っている頃に一時期とっても目が悪くなって眼鏡をかけるようになったんですけど、その後治癒の訓練もかねて自分で視力回復したんです。だけど、その頃にはすっかり眼鏡をかけるのに安心感を覚えちゃって手放せなくなってまして……この眼鏡をかけていると、あまり顔が見えませんし」

　私は人に見られることがとても苦手だけれど、眼鏡をかけるようになると人の視線が遮られるからか、あまり気にならなくなるのだ。顔が隠れるのもいい。

「なるほど、確かにこの眼鏡のせいで素顔が全然分からなかったわ……まさかマリシュカちゃんがこんなに可愛いなんて……！　それにしても自分で回復を、ね……。たしかに視力や聴力は悪くなって早い段階なら回復できないこともないけれど、かなり高度な治癒療法なのに……」

　その後、カレンさんは可愛いリップをプレゼントしてくれた。女子だ。美人はやることも美しい……。

　しかしプレゼントの代わりに明日は一日眼鏡を外すことを約束させられてしまった。

　正直少し不安だけれど、少しでも変わりたいと思う気持ちも嘘ではないので、素直に頷いた。

　ただ、いきなり身なりを気にしだして、急に色気づいてどうしたんだ、なんて思われないだろうか……。特に私を馬鹿にする騎士様とかに。

　そんな心配もよぎったけれど、そうだとしても取るに足らない私のことを見ている人なんてほとんどいないだろう、と自意識過剰を恥じてそれ以上考えないことにした。







第三章◆呪いが解けるとき、夢もまた覚める








　あれから淫魔モーラの証言の件の捜査は進められているが、なかなか進展はない。

　それどころか、マークしていたはずのケインス侯爵令息が姿を消した。そのことはマリシュカをはじめとした治癒士や他の騎士達にも伝え、注意を促している。

　ケインス侯爵令息が姿を消すとともに魔物の発生数が増え、討伐任務が増えていた。捜査が進まずとも、その関連を考えるだけでもモーラの冤罪の訴えの信憑性が増す。

　討伐任務が増えると言うことは、俺自身怪我を負うことも多少なりとも増え、疲労もたまる。その分マリシュカにも負担をかけるということだ。

　彼女と触れ合えること自体は正直なところ嬉しい。俺がそうすることをマリシュカが受け入れてくれていることにも喜びを感じる。

　ただ、出来ることならば事件を早く解決し、呪いも解いて、ただマリシュカを想っている男として彼女と向き合えたらと、最近はそんな風に強く思うようになっていた。

　今日も予定されている日帰り討伐の段取りをラシード団長と話していると、騎士訓練場で準備をしていた騎士達が俄かに騒めき始めた。

「お、おい、誰だあれ!?」

「新しい治癒士か？　めちゃくちゃ可愛くないか……!?」

「なあ、お前声かけてみろよ！」

　何をそんなにはしゃいでいるのかと、その視線の先にいる人物を見て不思議に思う。こいつらは何を言っているんだ？

　ただ、声をかけようと互いをそそのかしあっている部下たちを見ているとどこか不愉快な気分になり、そいつらの方へ足を向ける。ラシード団長もなんだなんだと後ろからついてきた。

　小柄な彼女を囲むように近づく騎士達がまさに今声をかけようとした時に、背後から先にそれを止めた。

「おい、やめろ。また質の悪い遊びを思いついたのか？」

　振り向いた騎士は思わぬことを言われたとばかりに驚いている。

「ええっ？　ウィリンガム副団長、何言ってるんですか？　俺らはこの可愛い新人治癒士さんに挨拶をしようと……」

「だから、それが面白くもない冗談だと言っているんだ」

　以前にも、彼女を揶揄うように貶める部下たちを叩きのめしたことがあったが、最近ではそういうこともほとんどなくなっていたかと思っていたのに。まさか俺の目が届かなかっただけで、こういうことはずっと続いていたのだろうか。そう思うと猛烈に腹が立つ。

　しかし控えめで優しい彼女は今ここでこいつらを叱責しても、恐縮するだろう姿が想像できてしまう。

　そのためひとつ大きく息を吐いて気持ちを落ち着けると、改めて彼女に向き直った。

「マリシュカ、おはよう。こいつらがまた面白くもないことを言ってすまない」

　騎士達に囲まれて戸惑っていたマリシュカは控えめに目を伏せ、「おはようございます」と挨拶を返す。

　だが次の瞬間、周りの騎士達が一層うるさく騒ぎだした。

「え、ええっ!?　マリシュカって、マクニール!?　あの地味メガネの!?」

「嘘だろ!?　いや……嘘だろ？」

「眼鏡外したら可愛いって、どこの歌劇だよ！」

　騎士達の騒がしさが不快なのか、マリシュカは眉をひそめている。ひょっとすると、そういう冗談で馬鹿にされていると感じているのかもしれない。

　そう思い、なおも騒ぎ立てる騎士達に一喝する。

「黙れ！　愚かなことを言ってマリシュカを貶めるのはやめろ」

「いやいやいや！　貶めてませんって！　むしろ褒めてるんですよ！」

　褒めて……？

「そうです！　マクニールの予想外の可愛さに興奮しているだけです！」

「お前らは変態か……」

　意味不明な言い分には呆れる。マリシュカは一瞬唖然としたあと、戸惑うように俯いた。

　しかし俯きがちな頬が少し紅潮しているのを見るに、恥じらってはいるが不快な思いをしているわけではなさそうでひとまず安堵する。

　そんな俺をよそに、騎士の一人が首を傾げた。

「あれ？　でも、どうしてウィリンガム副団長はすぐにマクニールだって分かったんですか？　俺達の誰もすぐにマクニールだって気付かなかったのに……だって別人のように可愛いじゃないですか！」

「そうか？　……全くそんな風には思わないが」

　改めて、じっとマリシュカを見てみる。……眼鏡を外しただけだろ？

　そうしていると、マリシュカの表情がみるみるうちに曇っていく。

　ああ、しまった。俺が部下たちを窘められなかったために、マリシュカが悲しい思いをしている。おまけによく見ると、その華奢な肩がかすかに震えているではないか。

「おい！　お前らの言葉にマリシュカが傷ついているだろう。いい加減にしろ！」

　すかさず叱責すると、なぜか気まずげな顔をしていた部下が、まるで心外だと言わんばかりに驚きの声をあげる。

「ええっ!?　どう考えても今のはウィリンガム副団長の言葉に傷ついた感じですよね!?」

「俺の言葉に？　なぜだ」

「だって、俺らがマクニールを可愛いって言ってるのに、副団長は全くそんな風には思わないって！」

　なぜ分からないのかとばかりに責めるような顔をされるが、理解できない。

「それでなぜ傷つくんだ？　改めて見ても、どこが別人のようなのかさっぱり分からない。違いは眼鏡があるかないかだけで、マリシュカは元々可愛いだろうが」

　そこまで言っても、部下たちは唖然としている。情けない、まるで俺が人の気持ちが分からないかのような口ぶりだが、それはお前たちだろう。





　◆◇◆◇






　眼鏡を外して仕事に出ると、思っていた以上にざわつかれてしまった。

　うう、やっぱり、やめておけばよかったかも……。

　変わりたいと思った気持ちは嘘じゃないけれど、やっぱりそわそわしてしまうし居心地が悪い。騎士様達がなんて思っているか……。

　と思っていたら褒められて。お世辞!?　その言葉にうっかり喜んだ私をまた揶揄うつもりじゃないよね!?　と思いつつもどうしても照れてしまって顔が熱くなって。

　だけど、ゼルモ様が「全くそんな風には思わないが」と言った言葉に一瞬血の気が引いてしまった。

　あはは……そうだよね。私なんかがちょっと眼鏡を外したくらいで、良くも悪くも何かが変わるわけがない。

　やっぱり気にしていたのも、そわそわしたのも、全部全部私の恥ずかしい自意識過剰で……。

　誰よりも、少しでも良く思ってほしいなと思っていた相手に、こんな風に心を折られるなんて。

　情けなくて泣きそうだ。

　そう思って落ち込みかけたのに。次の瞬間彼から放たれた言葉に度肝を抜かれてしまったのだった。

「マリシュカは元々可愛いだろうが」

　ぽかーんとしてしまったのは私だけじゃなかった。周りの騎士様達も一瞬唖然としていて、誰かがごくりと喉を鳴らす音まで聞こえたほどだ。

　ゼルモ様は、今、なんて言ったの……？

　私が、可愛い？　しかも、元々、可愛いって言った……？

　私が我に返るより先に、騎士様達がドワッと声を上げた。それは野次だったのか歓声だったのか分からない。

「え、え!?　今聞いた!?　ウィリンガム副団長が、か、可愛いって！」

「あの女嫌いで名を馳せてる副団長が女を褒めた!?」

「しかも、俺達が一瞬誰か分かんなかったのに、ウィリンガム副団長は一瞬でマクニールだって気付いたし……よく考えたらすごくね？」

「いや、ここで一番重要なのは女性を褒めたことじゃなくて、その外見を褒めたってことじゃないか？　内面や仕事ぶりなら、前からマクニールのことは割と褒めてただろ？」

「えっそうなの!?　知らなかった」

「おい、ひょっとして、だからマクニールをまじで馬鹿にしてたやつら、いつのまにか団からいなくなったのか!?」

「ちょっと待ってそれって……」

「おいおい、副団長って……そうなの？」

「女嫌いだったんじゃ……」

「まさかのマクニール……いや、今このマクニールを見ればまさかでもない、のか……？」

　騎士様達が口々に何かを話しているけど、皆が一斉に口を開くせいで全く何を言っているのか聞き取れない。

　ただ、雰囲気的にゼルモ様が私を褒めたことに驚いていることはよく分かった。

　いや、私もびっくりしちゃったけど、それって多分呪いのせいなんだよなあ……！

　ゼルモ様の名誉のためにも「違うんです！」って声を上げたいところだけど、そうするとこの大勢の前で呪いの話をしなくちゃいけなくて……。

　どうしよう、どうしようと戸惑っている間に、ゼルモ様が騒がしい騎士様達を不機嫌そうに一喝し、全員がすごすごと訓練に戻ることになった。

　私としては助かったけど……あらぬ誤解が生まれているような……嫌な予感がして仕方ないんですけど……。

　その後私は黙々と仕事をこなしていたわけだけれど、やっぱりゼルモ様の言葉が何度も何度も思い出されてしまって。

「えっ、マリシュカちゃん、顔真っ赤だけど大丈夫!?　熱があるんじゃない!?」

「大丈夫です！　ちょっと、暑かっただけで……あはは……！」

　寮に戻った時にカレンさんに驚かれてしまったのだった。

　ゼルモ様が私を褒めてくれたのだって、呪いのせいでの言葉に違いないし、そうじゃなくてもきっと私へのフォローの気持ちが言わせたに決まっているのに。それでも嬉しくて、にやけてしまう。

　免疫がなさすぎる自分が憎い……！




　あれから数日経って、私は治癒士の仕事で街の医療院へ向かいながら、ため息をついた。

　……ゼルモ様が甘い。

　というか、どんどん甘くなっているような気がする。それは態度も、言葉もだ。ついでにいうと私に触れる手もあま……──いやっ、私は何を考えているのか！

　あれからも、当然毎日触れ合いは続いている。……呪われた当初想定していたよりも、よほど濃密な触れ合いが。

　そのせいで私は近頃、あらぬ妄想に取りつかれていた。

　ゼルモ様……ひょっとして、私のこと、好きなのでは──？

　いや、呪いのせいで私にくっつきたくなるっていうことも分かっているし、それが必要なことも分かっている。甘い言葉も、私を見る蕩けた目も、全部全部呪いのせいなのは理解しているんだけど……それにしても甘すぎるんだもの！

「さすがに、呪いの効果だけではないのでは……？」

　それに……正直に言って、自分の気持ちの変化にも気が付いていた。いや、ついに認める気になったと言った方がいいかもしれない。

　私は……まんまとゼルモ様のことを好きになってしまっていたのだ。

　可愛いとか、好きだとか、元々尊敬していた人から言われ続けて、好きにならずにいられるわけがない。

　だって最初はそんな直接的な言葉は言っていなかった。ゼルモ様はどんどん過激に、情熱的に、そして甘くなっていっている。

　モーラは、疲労の具合によって効果が強く出ることが「あるかもね」と言っていたけれど、時間が経つにつれてその効果が強くなっていく、なんてことは言っていなかった。

　つまり……呪いのせいで私と触れ合うにつれて……私に対して情が湧いたとは考えられないだろうか……？

「いやいや、さすがに自分に都合よく考えすぎかな!?」

　だけど、おかしな考えが止まらない。

　そのうち、呪いが解けた時に──

『マリシュカ、呪いのせいで君と一緒にいたが、そのうちに本当に君に惹かれるようになってしまった』

『ゼルモ様……！』

『呪いは解けたが、これからも俺と一緒にいてはくれないか……？』

『嬉しい……もちろんです！　私もゼルモ様のことが──』

『待て、その言葉は俺から先に言わせてくれ。俺はマリシュカのことを愛──』

　ワッとにぎやかな笑い声が聞こえ、はっと我に返る。

　いつの間にか人通りの多い広場まで来ていて、あちこちにでている屋台のお店がにぎわっていた。笑い声は側にいる若い男女のグループから上がったらしい。

（わ、私ったら何を恥ずかしい妄想をして……！）

　恥ずかしすぎる……！

　一人、内心で身悶えて、きっと赤くなっているはずの顔が誰かに見られてしまわないように、広場と反対の方に向けて顔を背ける。

　と、その時、たまたま視界に入った路地の方に、人がさっと消えていくのが見えた。

「……あれ？」

　その人はフード付きのローブを着込んでいたけれど、その隙間から一瞬金髪が見えた。街中では珍しいほどの明るい金髪。さらにほんの少しだけのぞいた顔に、どこか見覚えがある。あれは……

「……ケインス侯爵令息？」

　ケインス侯爵令息はなかなかの美形で、治癒士の同僚がきゃあきゃあと騒いでいたことがあって。その付き合いで私も何度かこっそりと彼のことを見に行ったことがある。間違いない。あれはケインス侯爵令息だ。

　モーラに冤罪をかぶせた令息。騎士団がマークしていたけれど、忽然と姿を消した人。

　そんなケインス侯爵令息をまさか街中で見つけるだなんて……！

　何をしていたのか分からないけれど、少なくともこのままあの人を見失っちゃいけない。そう感じて、私は人影が消えていった路地裏に近づき、そしてそのまま後をこっそりとついてくことにした。




「ここは……まさか隠れ家？」

　辿り着いた先の建物の中に、ケインス侯爵令息はさっと入って消えていった。それは街から少し外れた場所にある屋敷だった。

　すぐ近くに森があり、その木々に隠れるようにして街の方からは見えづらい。近くに他に建物はない。

　とはいえ、騎士団が調査すればすぐ見つかりそうな建物だけど……。

　そう思いながらぐるりと周囲を見渡して、ふとほんの少し光の残滓のようなものが地面に見えた。近づいて、息をのむ。

　これは……魔法陣だわ。

　魔法陣は陣を描き、魔力を込めれば魔法が発動するうえに、魔力を流し続けている間はずっと発動したまま。そして流れる魔力が途切れるとしばらく魔力の残滓を光のように残してそのうち消滅する。ちょうどこの魔法陣のように。

　ひょっとしてこの魔法陣は姿隠しのような効果のものだったのかもしれない。だから騎士団に見つからなかった？

　どうしようか迷ったけれど、これ以上できることはないと思う。私が一人で乗り込んでいったって何もできないだろうし、危険すぎるもの。

　もしも同じような魔法陣でまたこの屋敷を隠されたとしても、この場所を覚えていれば見つけることができるはず。そう思い、周辺との位置関係を確認して立ち去ろうとした。

　でも、それはできなかった。

「動くな。逃がすわけないだろ？」

　気が付くと、首元に短剣が突き付けられていた。驚きすぎて悲鳴も上げられないまま息をのみ、硬直する。

「こっちにこい！」

　そのまま腕を乱暴に引っ張られて、私は屋敷の中に引きずりこまれた。

　連れていかれた地下室は薄暗く石造りで、私は鉄格子の向こう側に突き飛ばされた。

　勢いのまま転んで、急いで顔を上げる。私を引きずってきたのはやっぱりケインス侯爵令息だった。

「まさか街からつけて来られるとは。おまけにちょうど魔法陣も切れてしまって屋敷まで見つかってしまった。なんとも運が悪いことだね」

「……」

　ケインス侯爵令息はうっそりと笑っている。

　後をつけると決めた時に、初級の通信魔法でゼルモ様に連絡を入れておいた。だからきっと、助けに来てくれる。問題はいつ私の連絡に気付いてくれるか……。

　初級の通信魔法にはアラーム機能がないため、使い慣れていなければ連絡が来たことに気が付かない可能性もある。そしてゼルモ様は騎士団副団長という身分もあって通信用魔道具を使っているはずだから、この魔法を普段使うことはない。もしかすると気づいてもらえないかもしれない。

「ああ、もちろん、運が悪いのは私のことではなく、君のことだよ？　私を見つけなければ、もしくはこうして後をつけなければ、屋敷が隠されたままであれば。君はこうして私には捕まらなかったんだからね。そして私にとってこの事態はとても運がいい」

「……？」

「私がなぜ君をここまで連れてきたか分かるかい？」

　外では証拠が残るから、ここで私を殺したかった？　それとも人質にして騎士団との交渉に使う？

　いや、色々考えつくことはあるけれど、どれもしっくりとはこない。だって、魔法陣が使えるなら一気に私を処分してしまうことだって可能だし、きっと騎士団のことも脅威になんて思っていないはずだ。

　そう、魔法陣が使えるなら……魔法陣？

　私はハッとして自分が座り込んでいる石造りの床に目を向けた。そこにやっぱりあった。

　起動前の魔法陣。それも、あまり見たことがないほど大きい。

「これって、まさか……」

　モーラは言っていた。騙されて渡した魔力を使って、ケインス侯爵令息は魔法陣を起動していたのだと。そしてその魔法陣こそが、魔物を次から次に生み出していたものだと。

　まさか。私を生贄に魔力を魔法陣に吸わせて、魔物を召喚するつもり……!?

「おや、その表情は自分が今どんな状況にあるか、やっと分かったようだね」

「……」

　私は何も言えずにケインス侯爵令息を睨みつける。

　この大きさの魔法陣はそうそうあるものじゃない。どれほどの魔力を注げば起動できるのか。もちろん、私の魔力じゃあ、私が十人いても起動できるか分からない。

（だから、生贄にするためにここに連れてきた……）

　魔力が足りなくても、その身をそのまま生贄として、生命力も注いでしまえば、何倍もの魔力と同等の力に変換することができるのだ。

　ひょっとするとこの人が騎士団に追われる身でありながら危険を冒して街中に来ていたのも、生贄になるような人間を攫うために、下見でもしていたのかもしれない。そんなタイミングで私がのこのこついてきてしまったってこと？

（たしかに、とんでもなく運が悪い）

　この魔法陣が起動されてしまえば、私はきっと死んでしまう。それだけで済むならまだしも、この大きさの魔法陣で召喚された魔物が街中に行ってしまえば……。

　想像してしまい、ゾッとした。私はなんて愚かなことをしてしまったんだろう。ゼルモ様のことで調子に乗って、浮かれて、全然まともな判断ができていなかった。

　後悔したって、もう遅い。

「治癒士なら魔力も多い。予定していたよりいい生贄になる。ひゃひゃひゃ」

　気味の悪い笑い方をしたケインス侯爵令息が最初の起動のために魔方陣に魔力を流す──

（もうだめだ！　ゼルモ様、ラシード団長、ごめんなさい……！）

　私が死ねば、きっとゼルモ様の呪いは解けるだろう。だけど、せめて生きているうちに呪いを解いて、ごめんなさいって言いたかった……！

　魔法陣が光を帯び始める。絶望にぎゅっと固く目を瞑った。

　──その時、大きな爆発音が響いた。

「な、なんだ!?　ぐあっ！」

　ケインス侯爵令息のうめき声が聞こえたけれど、爆風によって砂埃が立ち上り、視界が隠されている。思わず顔を庇って身を竦ませた私の耳に、聞きなれた声が飛び込んできた。

「マリシュカ！」

「ゼルモ様!?」

　砂埃が晴れる。そこにはサラサラの銀髪を乱し、汗をかいて、肩で息をするゼルモ様が立っていた。

　どんなに激しい戦闘をしても落ち着いて見える人なのに、こんなにボロボロになっている。

　ゼルモ様……急いで駆けつけてくれたんだ……！

　おまけに彼の他には誰の姿も見当たらない。おそらく、私の連絡を受け取って、他の騎士様の到着を待たずにすぐに来てくれたんだ。

　そのことに気付いて、胸がぐっと熱くなる。

「マリシュカ、こっちへ！」

「はいっ……！」

　ゼルモ様が私に向かって差し伸ばしてくれた手を必死に握ると、彼は私をすぐに抱き上げて、光を帯び始めたままの魔法陣から身を離す。

　よかった、魔法陣は起動寸前。生贄である私が離れたから、ギリギリ間に合ったんだわ。

　──と、安堵したのも束の間。

「う、うわあああぁ!?」

　ケインス侯爵令息の絶叫が響く。ハッとして声の方に振り向くと、魔法陣から光が伸びて、まるで鎖のようにケインス侯爵令息の体に絡みついていた。

「これは……！　まさか、魔法陣がケインスの生命力を吸っているのか……！」

「そんな!?」

　普通、生命力を捧げるにはさっきの私がそうだったように、魔法陣の中に入る必要がある。だけど、ケインス侯爵令息はすぐ側にいるとはいえ、陣の外にいるのに。

　……いいえ、こんなに大きな魔法陣だもの。普通のものより強力であってもおかしくはない。それは効果だけの話じゃなく、起動の方法についても言えることだった。

　ケインス侯爵令息が意識を失い、その体が地に伏せるまではあっという間のことだった。

　やがて、魔法陣から伸びていた光が陣の中に戻っていき、地響きが鳴る。

　余りの揺れにギュッとゼルモ様にしがみついて……目を開けた時には、建物を壊しながら、とてつもなく大きな魔物が陣の中から這い出ていくところだった。

「そんな……！」

「マリシュカ、魔物から目を離さず、なるべく距離を取れ。こちらに向かう途中に通信を入れたから、すぐに他の騎士も到着する」

「ゼルモ様、一人であんな大きな魔物を相手にするなんて危険すぎます！」

　私も騎士団に帯同して魔物討伐に参加することがあるから分かる。この魔物の大きさと、その体から感じる魔力の強さ、そしてこいつが召喚された魔法陣の大きさからしても……これは討伐に手練れの騎士が最低でも十人は必要な魔物だ。

（だけど、私が側にいても足手まといにしかならない……！）

　どうしようもないもどかしさを感じながら、私はいそいでゼルモ様と魔物から距離をとった。

　私の心配をよそに、ゼルモ様は最初から圧倒的だった。

「つ、強すぎるんですけど……」

　剣とともに氷を操り、一方的に魔物を押している。このまま他の騎士様達が到着する前にあっという間に倒してしまうんじゃ!?　ゼルモ様が強いことは知っていたけれど、こんなにすごいだなんて知らなかった。

　見惚れる程の戦いに、いつの間にか不安が和らぎ、このままゼルモ様に任せていれば大丈夫だと、何も心配はいらないのだと思い始めた時だった。

　魔物に向き合うゼルモ様の向こう側に、小さく揺れる影が。

「っ!?　危ない！」

　私が叫んだのと、さっきまで倒れていたはずのケインス侯爵令息がゼルモ様に向かって剣を振り上げるのとは同じタイミングで。

　もちろん、ゼルモ様はすぐに気づき、そんな剣先が届くことはなかったけれど、不意打ちのそれが一瞬の隙となり、魔物の大きくて鋭い爪がゼルモ様の体を切り裂いた。

　血が飛沫を上げる。

「ぐっ」

「ゼルモ様！」

「大丈夫だ、マリシュカ、じっとしていろ！」

　ゼルモ様は、ケインス侯爵令息を突き飛ばすと、魔物を最後の一閃とばかりに貫いた。そのまま耳を塞ぎたくなるような絶叫をあげ、魔物が倒れていく。ケインス侯爵令息もさすがに意識を失ったようだった。

　息をのみ、止まっていた呼吸を再開する前に、馬の嘶きと走る足音が聞こえ、やがて騎士達が姿を現した。

「ウィリンガム副団長！　遅くなってすみません！」

「うわっ!?　なんだこの魔物!?」

「おい！　まずはケインスの確保だ！」

「副団長、大丈夫ですか!?」

　大丈夫だと答えているのが聞こえるけれど、大丈夫なわけがない。だって切り裂かれたもの。血が出ていたもの。

　私はやっと動くようになった体を叱咤して、ゼルモ様の元に駆け寄る。

「ゼルモ様！」

「マリシュカ……」

　ゼルモ様は答えるように振り向いたけれど、どこか様子がおかしい。目が合っているはずなのに、どこか虚ろで。呼吸も乱れていて、立っているのに意識があるのかないのか分からない。

「マクニール！　ゼルモを早く休める場所に連れていけ！」

「は、はいっ！」

　ラシード団長が異変に気付き、騎士様の一人に馬車を出すように指示をしてくれた。ゼルモ様はとてもじゃないけれど馬に乗れる状態ではなさそうだったから。

「ゼルモ様、しっかりしてください……！」

「……」

　馬車の中でも声をかけるけれど、反応が鈍い。疲労と怪我で、きっと限界なんだ。あんな魔物と一人で対峙して、平気でいられるわけがなかったんだ。

　泣きそうな気持ちになりながら、私は必死でゼルモ様の体を支えていた。




　辿り着いたのはあまり大きすぎない屋敷だった。

　連れてきてくれた騎士様によると、ここはゼルモ様が副団長の職位とともに陛下から与えられた別邸らしい。

　騎士様は寝室にゼルモ様を寝かせるのを手伝ってくれた後、後始末に戻ると言って立ち去っていった。

　普段は使っていない別邸らしく、人の気配がない。とはいえ部屋は綺麗で整っているから、通いで使用人を雇っているのが窺える。

　私は桶を見つけて急いで魔法で水を張り温めてお湯にすると、ゼルモ様の騎士服脱がせて怪我を治癒し、体を拭いた。

　怪我は思ったより深くはなくて、私の力でも完全にふさぐことができたけれど、それだけでは体力が回復されることはない。そのせいかとても熱が高い。

（早く体力を回復しないと……！）

　怪我や、原因のある病なら治癒魔法で治るけれど、疲労からくる発熱などは治せない。

　とにかく接触面積を増やさなくちゃとゼルモ様にかけた布団に私ももぐりこむ。

　そのまま抱き着いて疲労回復を試みようとしたけれど、ゼルモ様に止められた。

「どうして止めるんですか？　ゼルモ様は休んでいても疲労回復できない状態なんですから、私がくっついていないと命の危険もあります！」

「……ダメだ、今の俺の側にマリシュカがいると……自分を抑えられない。どんなひどいことをしてしまうか、分からない」

「え……？」

　一瞬何を言われているのかが分からなくて、ゼルモ様を見つめる。だけど、目が合って、理解した。ゼルモ様の目に、どうしようもないほどの熱が見えていたから。

（抑えられないって、つまり──）

　ゼルモ様は見るからに辛そうで。その苦悶の表情を見ていて胸が苦しくなった。こんなに辛く苦しそうなのに、ゼルモ様は私のことを気遣ってくれているのだ。私を傷つけてしまわないようにと、理性で衝動を押さえつけている。

　胸が締め付けられるような気持ちになるとともに……どうしようもなく愛おしい気持ちが湧きあがってきた。そんなことを考えている場合じゃないのに、ゼルモ様の優しさに涙が出そうで。

　そう、こんな風に誰よりも優しくて尊敬できる人だから……私はこの人を好きになったんだ。

　私はゼルモ様になら、ひどくされたっていい。

　それよりも、本当はゼルモ様の意に沿わない行動かもしれないと思うと怖い気持ちもある。

　だけど、このままゼルモ様が苦しみ続けたり、あまつさえ命の危険に陥るようなことだけは絶対に耐えられないと思った。

　私は意を決して、ゼルモ様にぎゅっと抱き着く。そのことに反応して一瞬びくりと震えたゼルモ様は、絞り出すように声を出した。

「マリシュカ、頼むから……！」

　離れろって、そう言いたいんでしょう？　だけど、あとから「なんて勝手な！」って軽蔑されたとしたって、譲れない。

「ゼルモ様！　どうか……私に触れてください」

「何を……」

「私は大丈夫です。ゼルモ様になら、どうされたって嬉しいから。私はゼルモ様のことが……好きだから」

「っマリシュカ！」

　何かを堪えるような顔をしたゼルモ様に、手首をつかまれ組み敷かれる。

「本当に、いいのか」

「……はい。ゼルモ様、私を抱いてください」

　きっと優しいこの人は、はっきり言わないと迷うから。私は、私自身がそれを望んでいるのだと分かってもらえるように目を見つめて伝えた。

　その瞬間、ゼルモ様の唇が私の唇に合わされる。すぐに舌が割り入ってきて、むさぼるように口内を舐めまわされる。

　息が苦しいほどのその激しい口づけがなんだかとんでもなく気持ちよくて、頭がふわふわしはじめた。

　ゼルモ様は私の服も下着もあっという間にはぎ取ると、自分も騎士服を脱ぎ捨てた。裸の肌と肌が触れ合って、とんでもなく熱い。

　ここまでの性急な動きからでは考えられない程、ゼルモ様の指が優しく私の脇腹を撫でる。くすぐったくて思わず身をよじりながら顔を背けると、首筋をべろりと舐めあげられた。

「ふあっ……！」

「マリシュカ、こっちを向くんだ」

　導かれるようにゼルモ様を見上げると、すぐに唇を塞がれる。口づけもさっきみたいな激しいものではなく、最初はちゅっちゅっと啄むような軽く触れ合わせるもので。繰り返していくうちに段々とゼルモ様は唇で私の唇をはむはむと柔らかく挟み込む。激しい触れ合いもビリビリと体に電流が走る様な心地で気持ち良かったけれど、こうして焦らすように、慈しむように優しく柔らかくされると脳みそがどろりと溶けていってしまいそうだ。

　いつの間にか緊張でガチガチになっていた体の力が抜けていて、緩んだ唇の隙間からゼルモ様の熱い舌が入ってくる。そのまま絡め合うように口内を舐められてあまりの気持ち良さにうっとりしてしまった。

「ふっ、んんっ！」

　ゼルモ様はキスをしながら、わき腹から撫でているのかくすぐっているのか分からないような触れ方で指を上に滑らせていく。その手が乳房に到着すると、今度は丸い輪郭を確かめるように指先で何度もなぞられる。

　恥ずかしさを感じる暇もないほど体の奥が疼いてしまい、膝を擦り合わせ、腰をもぞもぞとさせていると、ほんの僅かに離された唇がくすりと小さく笑った。

「マリシュカ、もどかしいのか？」

「やあ……」

「君はいつどんな風になっていても可愛いな」

　どんな風になっていてもって、今の私は一体どんな風になっちゃってるんですか!?

　なんて、一瞬忘れかけていた羞恥が蘇ってきそうになったけれど、その寸前でなぞるばかりだった手のひらが胸をもにゅもにゅと揉み始めたことでそうはならなかった。

「本当に……柔らかいな。何度触れても飽きない。ずっとこうして触っていたい」

「あっ、あぅ、ああっ……！」

　ゼルモ様が下から掬ってこねくり回すように揉むものだから、その度に手のひらがピンと張り詰めた頂きを擦って声が我慢できなくなる。そのことに興奮したのか、ゼルモ様は左手で胸を揉み続けながら右手で私の太ももをぐいっと持ち上げ、大きく開かせると、顔を近づけてくる。

「嘘っ！　や、やああ！」

　ゼルモ様は私の足の間に顔を埋めると、なんと舌を伸ばし、私のそこを舐め始めた。ぴちゃぴちゃと水音が響く。それ以外にも何かぬちぬちと別の淫音も聞こえているのような……必死で視線を向けると、ゼルモ様は私をギラギラと上目づかいで見つめながら、自分のそそり立った肉棒を手で扱いていた。

「ああ、手が足りないな……どうして俺の腕は二本しかないんだ」

　そう呟いたゼルモ様は、自分の昂りに触れていた手で私の秘豆を徐にぐにりと押しつぶす。

「んっ、ふう、ンン！」

　自分の濡れた先端を擦っていた手は私の蜜を掬うまでもなく濡れていて、その指で触れられると敏感なそこにとんでもなく快感が走るのを止められない。何度もそこを擦っていたゼルモ様はそのまま指を滑らし、さっきまで舐めていた私のそこにぬぷ……と指を挿し入れた。

「っ、ああ、気持ち、いい……！」

「もうぐずぐずだ。いい子だね」

「もっと、もっとしてっ」

「君は本当に可愛いな……」

　ゼルモ様の声はますます低く、嬉しそうになる。

　もう、本当は、こんな恥ずかしいこと言いたくないのに！　それなのに、少しでも快感を逃がしたくて、口にするのをやめられない。

「あ、あ、そこ、そこ、だめ！　や、おかしくなっちゃう……！」

「ああ、マリシュカ。君のせいで俺はとっくにおかしくなっている」

　掠れた声でそう言ったゼルモ様は体を起こすと、開かれた足の間に素早く自分の体を入れ込み、私に体を押し付けるように密着してきた。そのせいで熱く張り詰めたゼルモ様の肉棒も私の秘所に押しあたる形になる。

　これまでもこの場所を擦り合わせるようにすることはあったけれど、こうして何も纏わない状態でこんなにもぴっとりとあてられていることは初めてで、感じたことのない感覚に私も興奮してしまう。

　気持ちい、恥ずかしい、ちょっと怖い、でもやっぱり気持ちいい……！

　舌は絡められながら何度も唾液をじゅるっと吸われて、胸は揉まれ合間に指先で先端をぐりぐりとこねられる。その状態で秘所に感じる熱さと硬さに、無意識に腰が動いてしまっていた。

「マリシュカは悪い子だな。こんなに俺を誘って」

「っやぁ、誘ってる、わけじゃ……！」

　私の期待に応えるかのようにゼルモ様が肉棒を入口に沿わせたまま腰をゆるゆると動かす。いつの間にか濡れそぼってしまった私の割れ目に硬いそれを擦りつけながら、ゼルモ様は私の乳房に吸い付き、白い丸みにかぶりついたり、べろべろと先端を舐めしゃぶったりとやりたい放題だ。

　待って、全部気持ち良くて、どうにかなっちゃう……！

「ひぁ、あっ、ああ、ゼルモ様っ」

　あまりの気持ち良さに目が潤んでくるのを感じてぎゅっと瞼を閉じた。そのままなんとか立ち上る快感を逃がしたくて、胸元に埋められたゼルモ様の頭をきゅうっと抱きしめる。それでもゼルモ様は私の胸の頂きを舐め続けていて止めない。むしろ執拗になったような……。というか、思わず頭を抱きしめたわけだけれど、そのせいで自らゼルモ様の顔に胸を押し付けるような形になってしまっているような気がしなくもない。

　その間も私の中から溢れた蜜でヌルヌルになった陰茎はずっと擦りつけられていて、なぜか同じ動きのはずなのに割れ目の上にある一番気持ちがいいお豆の部分によく当たる様になっていて。

「ああ、マリシュカ。気持ちのいいところが膨らんでいるね。ここだろ？」

「きゃああ！　ゃっ、ああ！」

　ゼ、ゼルモ様、あろうことかご自分の怒張を手で持ち、その先端で私の大事な豆をぐりぐりと押しつぶしてきた！

　今まで指でそこに触れられたことはあったし、その時もとんでもなく気持ち良かったけれど、そのイヤラシイ行為により気持ちが昂ってしまったのか、バチバチと頭の中がはじけ、真っ白になってしまった。

　何かが立ち上る感覚に身を任せていると、ゼルモ様が嬉しそうに笑う。

「マリシュカ、達している顔も可愛い」

　や、やめて～～！　恥ずかしすぎる！　それって絶対変な顔だよね!?

　そう思って顔を背けたいのに、唇を塞がれることでそれを防がれる。

　ゼルモ様は荒い息を吐きながら私の耳元に囁きかけた。

「ダメだ、マリシュカが可愛すぎてもう我慢できない……優しくしたかったのに……許してくれるか？」

　そうしている間も、熱い肉棒の先端はぬちゅぬちゅと秘所に擦りつけられている。すっかりぬかるんだそこは、今日までの触れ合いの中ですっかりゼルモ様に慣らされていて、溢れた蜜でぐちゅぐちゅになっていた。

「ああっ、熱い……ン、あっ、ひゃあっ」

「ああ、マリシュカ。君の濡れたここに今にも飲み込まれてしまいそうだ」

　そう言いながら、張り詰めた肉棒の先端がゼルモ様の動きに合わせて入り口に何度も何度もぬちぬちと入りかけては離れ、焦らすようにそこを広げる。

　もうほしくてたまらなくて、私も腰を揺らしてもっととねだってしまった。

「ゼルモ様っ、は、ああっ、も、もうっ」

「マリシュカ……！」

「ああああっ、んん！」

　ぐいっと腰を掴まれて引き寄せられると、一気に押し込まれた。いきなり襲ってきた圧迫感と痛みにたまらず息を詰めると、ゼルモ様が体の動きを一度止め、強く抱きしめてくれる。

「ああ、とんでもなく締め付けてくるな……！」

「は、あ、……」

　しばらくそうしていると、ゼルモ様が腰の動きを再開させた。

「もうダメだ、すまない、マリシュカっ」

「ひゃん！　あ、ああっ、ゼルモ様、んああ！」

　僅かに引きつれた痛みもあるけれど、何度も中を擦られているうちに快感がじわじわと襲ってくる。

　どうしよう、気持ちいい……！

　体を揺さぶられながら目を開けると、切ない表情のゼルモ様が私を見つめていた。

　目が合った瞬間、ぐいっと今までよりも深く奥を突かれる。

「ン、んあっ、ああぅ！」

「ああ、マリシュカ、君の中はとても気持ちがいいな、たまらない……マリシュカ、マリシュカ……好きだ……」

「ん、ああっ、すご、やぁっ！」

「好きだ、マリシュカ……ああ、可愛いな……ああ、俺ももうっ……！」

　苦し気な声でそう言ったゼルモ様は一気に律動を速めた。私がもう一度白い絶頂を迎えるとともに、ゼルモ様は熱く硬いそれを奥にぐりっと突き立て、きゅうきゅうと締め付けようとする私の中でビクビクと波打ち、熱いモノを放ったのだった。

「マリシュカ……」

　荒い息を吐きながら私に体をピトリと合わせ、ゼルモ様が強く抱きしめてくれる。達したばかりの私の体はとんでもなく敏感になっていて、そうしてゼルモ様の体で擦れた胸の先端がびりりと快感を拾った。

「んあっ、ふっ……ん」

「マリシュカ、辛くはなかったか？」

　辛かったかと聞かれると、正直辛かった。だけど痛みは思っていたよりもなくて、むしろ私を苛んだのは過ぎた快感の方だ。

　初めてなのにこんなに気持ちいいなんて……私ってひょっとして淫乱なのでは……？

　そんな不安もよぎったけれど、すぐにどうでもよくなった。

　私をきゅうきゅうと抱きしめたまま、頬や首、耳朶にちゅっちゅっとキスを落としてくるゼルモ様への愛おしさでいっぱいになってしまったから。

　それは胸にとどめておけない程に溢れてきて、思わず口に出してしまう。

「ゼルモ様……好きです」

「マリシュカ！　……ああ、なんてことだ」

　感激したように顔を上げて私を見つめたゼルモ様は、途端に苦し気に顔を歪めた。え？　と思った瞬間に、まだ抜かれてもいなかったゼルモ様の肉棒がムクムクと私の中で質量を取り戻していく。

　う、嘘でしょ……!?

　なんてことだは私のセリフなんですけど!?

「マリシュカ……君が可愛すぎるのが悪い」

　ゼルモ様はギラリと潤んだ瞳で私を甘く睨みつけると、またもや奥にぐりぐりとそれを押し付けてくる。

「ゃ、嘘っ、ああっ！」

「可愛いマリシュカ、俺の、俺のものだ……」

　うわ言のように呟いたと思ったら、ゼルモ様は私に覆いかぶさるようにして抱きしめたまま、腰を動かし始めた。ゆっくりと腰を引いて、入り口部分をひっかけるようにして中に戻ってくる。そのまま最奥をぐっと押し付けるように突き上げて……ゆっくりたっぷりされるせいで、中を擦り上げられるたびに、ゼルモ様の熱禊に押し広げられる感覚が鮮明で。

　甘い抽挿に下腹部から足や手の指先まで電流が疼くような刺激が走り、自分の中がきゅうきゅうとゼルモ様を締め付けてしまっているのが自分でよく分かった。

「あ、は……それ、気持ちい……」

「ふ、マリシュカはゆっくりするのが好きなのか？」

「どっちも……」

「ははっ」

　嬉しそうに笑ったゼルモ様はしばらく同じ動きを続け、私の中を穿ち続ける。ずっとそうしていてほしいような気持ち良さも、少しずつ上り詰め、甘い疼きも強くなってきた。

「ああ、締め付けが強くなってきたな……達しそうなのか」

　そう言ったゼルモ様が、奥を戻ってくる瞬間、私に腰を掴み、今までより一番強く奥に突き入れた。あまりの気持ち良さに息が止まったようになって仰け反り、再び頭が真っ白になる。

「っは……」

「初めてなのに、上手だな」

　私がびくびくと震えるのを、支えるように抱きしめなおしてくれたゼルモ様は、中の痙攣がおさまるとすぐに律動を再開する。

「あ、や、だめっ、もうこれ以上は死んじゃうっ」

「大丈夫だマリシュカ、すぐにまた良くなる。それにこんなに可愛いマリシュカを前にして今更やめられないんだ……すまない」

　いやいやと首を振る私を口づけで捕まえると、舌をちゅくちゅくと絡めながら、ゼルモ様は腰の動きを激しくした。揺さぶられる振動すら刺激になって、もう何が何だか分からない。

「あっ、あん、ゼルモ、さまっ！」

「マリシュカ、もっとだ、もっと名を呼んでくれ。君は全部俺のものだっ！」

「ゼルモ様！　ンン、あぁっ！」

　結局その後もゼルモ様は、何度精を吐き出しても私を抱きしめている間にムクムクと元気を取り戻しまた腰を振り始める、というとんでもない絶倫ぶりを発揮し、私は意識を飛ばすまで彼に甘く貫かれていたのだった。





　◇　◇






　ふと目が覚めると、ゼルモ様の姿がなかった。私一人で寝台にいる。

　頭がすっきりとしなくて、しばらくぼんやりとしていた。なんだか体に違和感がある。

　……これってつまり、多分、その、初めて最後まで致したからってことだよね……。おまけに何度も何度も何度も……ゼルモ様元気すぎる。さすが騎士様、体力が無尽蔵だわ……！　ひょっとして呪いのせいでたまりまくった疲労がそのまま性欲に換算されてしまったのかもしれないけど……。

　ゼルモ様の蕩けたような熱のこもった目や、晒してしまった自分の痴態を思い出してしまい、恥ずかしくて、一人で枕に強く顔を押し付けて悶えていた。

　そうして少ししても、ゼルモ様は戻って来ない。呪いの効果で疲労回復したとしても、あれだけの怪我を負ったんだもの。絶対にまだ安静にしておくべきなのに……。

　心配になり、床に散らばっていた服を着て、部屋をこっそり出る。

　食べ物を探しに厨房にでも行っているのかと考えてそちらに向かっていると、その途中で廊下の向こうからゼルモ様がラシード団長と話している声が聞こえてきた。

　すぐに角を曲がって声をかけようとしたけれど、その前にラシード団長が驚きの声を上げた。

「呪いが解けたのか!?」

　思わぬ言葉にハッとして、つい隠れてしまう。

　廊下の角の向こうにはゼルモ様とラシード団長。当然話の続きも聞こえてくる。

「ああ、はっきりと分かる。目を覚ました時に呪いの衝動を感じなかった」

　さっと血の気が引いていく。

　やっと気づいた。私は能天気に初めてだったからかな、なんて思っていた体の違和感。あれは呪いが体の中から消え去ったせいで感じたものだったんだ。

　呪いは解けた。そして……ゼルモ様は今、もう衝動を感じなかったと言っていた。

　つまり、目が覚めた時に隣に眠る私を見て──何も感じなかったということだ。それが何を意味しているのか、分からない私ではない。

「そうか……それは、まあ、よかったな。すごいタイミングだが。とはいえ、まだ寝てなくてよかったのか？　お前にも話を聞かなければならないが、しばらくは後処理が続くから大丈夫だぞ？」

「いや……マリシュカがいる寝台で寝られるわけがないだろう」

　言いにくそうなゼルモ様の声色。

「えっ。今更だろ？」

「バカ言うな。呪いは解けたんだぞ」

　それ以上聞いていられなくて、私は元来た方へ踵を返した。

　つまり……つまり、呪いがなければ私と同じ寝台でなんて寝られないということ。私なんかに触れたくないということ。あんなに苦々しく話しているのを聞けば私にだってすぐに理解できた。

　ゼルモ様も、きっと少しくらい私のことを好ましく思ってくれているんじゃないかと思っていた。そんなの勘違いだった。全ては呪いのせいで、あの感じだと呪いのせいで私と触れ合っていたことを心底嫌に思っているに違いない。

「あはは……私って本当に馬鹿だ」

　簡単に呪われて、よりによって尊敬するゼルモ様を巻き込んで、それなのに触れ合えることを喜んで、痛い勘違いをした。

　ゼルモ様からすれば、迷惑でしかない……。

「謝らなくちゃ……許してもらえないかもしれないけど」

　よく考えれば、最後の一線を超える時だって、ゼルモ様はためらっていた。呪いが強くなっていたとはいえ、きっと本能的に嫌だと感じていたんじゃないだろうか。

　それを、治療のためと言い訳して私が強引に促したんだ……。

　とはいえ、私の心はずたぼろで。元々弱虫な心だもん。しばらくは無理。謝るどころか、普通にゼルモ様の顔を見るだけで多分泣いてしまう。

　卑怯な私は元の部屋に戻ると、近くにいた騎士様に紙と書くものを借りて、メモを残してその場を去った。メモには事件も解決したし、しばらく休暇がほしいと書いておいた。

　そもそも呪いのせいでゼルモ様にずっとついていて、最近の私は他の治癒士たちよりも休みが少なかったので、許されるはずだ。……いきなりすぎて、多少は迷惑をかけてしまうかもしれないけど。

　だけど、許してほしい。立ち直ったら、勝手なことをした分も頑張って働くから。

　ゼルモ様にもきちんと謝って、全てなかったことにしてほしいと伝えるから。

　だから少しの間だけ、逃げることを選んだ卑怯な私を、見逃してください。

　そんな風に思いながら、私は屋敷を後にした。

　だから、私がいなくなった後に、ゼルモ様がどんな顔でラシード団長に何を言っていたのか、私は全く知らなかったのだった。







第四章◆全部、呪いのせいなんです！








「呪いが解けたのか!?」

　俺の報告にラシード団長は目を丸くして驚いていた。

　実際、目が覚めて俺自身も驚いたのだから無理もない。呪いが解けたのは本当に突然だったように思う。あれほど強く湧き上がっていた、マリシュカを渇望するような衝動がなくなっていた。

　それなのに、まだ寝ておけばよかったなどと宣うラシード団長の言葉に、想像してしまって思わず苦い声が出る。

「バカ言うな。呪いは解けたんだぞ」

　そう、呪いは解けたのだ。もう疲れとともに湧きあがる衝動はない。そして、俺は驚いた。

　衝動がなくなったことでマリシュカを望む欲望は少しくらい落ち着くのかと思っていた。もちろん、彼女を愛しく思う気持ちがなくなるわけがないのは分かっていたが、それでも比較的穏やかに愛を育んでいけるのかと、そう想像していたのだ。

　だが、違った。むしろ現実は想像とは真逆で、疲労回復のための本能がマリシュカに触れたがることがなくなったせいで、ただただ俺の中はマリシュカへの愛おしさと、彼女がほしいという純粋なる欲望で溢れかえってしまったのだ。

　こんな状態で、無防備に色香を匂わせ眠っているマリシュカの側に近寄ってみろ。……まだまだ慣れず、体も辛いはずのマリシュカを、労わる余裕もなく獣のように抱きつぶしてしまう気しかしない。

　それはさすがにあり得ない。もしもマリシュカが俺に怯えるようなことになってしまえばどうなる？　俺が死ぬ。

　それに、ただでさえ昨日は手荒く抱いてしまったのだ。おまけに何度も何度も、彼女が気をやるまで精を注ぎ込んでしまった。甘く優しく、負担のあまりかからない程度にとどめておくべきだったのに……。

　彼女自身が受け入れてくれたこととはいえ、そのことに後悔がないと言えば嘘になる。

　とはいえ、俺をその濡れそぼったぬかるみに受け入れて乱れるマリシュカを思い出すと湧きあがる幸福と興奮で頭がどうにかなりそうになってしまう自分が恨めしい。

　本当ならば時も場所も状況ももっと、可愛いマリシュカに相応しいものがあったはずなのに。せめて寝台の上にバラの花びらでも敷き詰めることができればよかったのだが……。

　お互いが忘れられない一夜にしたかった。マリシュカが俺のことにしか考えられなくなるほどに、甘く優しく触れたかったというのに。

　そのために今までどれほど先へ進んでしまいたくとも我慢していたのに。

　だってそうだろう？　呪いが解けた後の方が確実にロマンチックじゃないか。

　マリシュカにがっかりされてしまわないように、次こそは理想を叶えようと決意している。

　せめて服だけでも着ていてくれればいいが、あいにく全て俺が脱がせてしまったままの状態でマリシュカは眠っているのだ。それならば着せてやればいいと思うかもしれないが、俺の欲望が大人しく彼女に服を着せることなどできないと予感している。

　つまり、そうしている途中でタガが外れて、意識のない彼女の体を好き勝手に愛してしまうに違いないのである。

　俺は自分が一番信用できない。それほどマリシュカが魅力的過ぎるのが悪いのだ。

　ならば一度頭が冷えるまで物理的に離れるしかないだろう。

　そんな俺の気も知らず、ラシードは呆れたように鼻で笑った。

「嘘だろ？　あんなにデレデレしといて、それが全部呪いのせいだとでもいうのか？　さすがにマクニールが可哀想だろうが！」

「……やはり、そう思うか」

「ああ、見損なった。もちろん、呪いのせいでお前だけを責めるのはお門違いだということも分かっているが、男としてお前を責めずにいられない。どう責任を取るつもりだ」

「ぐ……俺は、やっぱりゴミクズだ！　かくなる上は、マリシュカに体力をつけてもらうしかないか……彼女に無理を強いることには変わりなくて申し訳ないが、とてもじゃないが我慢できる気がしないんだ……！」

「……は？　待て待て待て」

「だが！　仕方がないだろう！　呪いのせいであったいらん衝動がなくなったらさらに欲が滾るなどと誰が思う！　マリシュカが可愛すぎるのが悪いんだ……！」

　ただでさえ触れたくてたまらないところを断腸の思いで離れて出てきているのだ。我慢のあまりの辛さにむしゃくしゃして、ついマリシュカに責任転嫁をしてしまった俺をみて、ラシード団長がぽかんと口を開けている。

　分かっている。マリシュカを責めるなどとなんて卑怯なのだと思っているんだよな。

「おい、お前は呪いが解けたんだよな？」

「そうだ」

　何度言わせるつもりだ。だが、同じような問答を繰り返すのもある意味気持ちを落ち着かせる行為かもしれない。そう思い、素直に答える。

「それで……マリシュカへの愛が消えたんじゃないのか？」

「は!?　愛が消える!?　何を馬鹿な！　俺が死んでもこの愛が消えることなどない」

　なぜかラシード団長は大きなため息をつき、その場にしゃがみ込んでしまった。

　ため息をつきたいのは俺の方だ。愛するマリシュカへの気持ちがなくなるなど、想像もできない。

　マリシュカのためには少しくらいこの欲望が落ち着いてくれたらと困っているくらいだ。そしてそんな俺の願望も恐らく叶うことはない。やはりマリシュカが可愛すぎるのが悪い気がしてきたな。

「修行しかないか……」

　俺は今まで、自分のことをあまり性欲の強くない人間だと思って生きてきた。これまで欲が昂り、誰でもいいから女を抱きたいと思ったこともないし、むしろ好きでもない女に触れるなど考えるだけで嫌悪しかわかなかった。

　自己処理くらいは人並みにしていたが、それもたまの暇つぶし程度の気持ちだったのだ。

　だから、これまで自制心を鍛えようだとか、欲望をコントロールするなどと考えたこともなかった。

　考えたこともなかったということは、これからそのことをよくよく考えて修行すれば、多少はコントロールできるようになるのではないかと思ったのだ。

　いや、コントロールできなければ迂闊にマリシュカに触れられなくなる可能性がある。そんなことは耐えられない。

　あの笑顔を見られないのも、あの柔らかい唇を食べつくすことや、滑らかな肌に、豊かな胸に、俺を熱くのみ込むぬかるんだそこに触れることができなくなるのも──拷問だ。

　ダメだ、今こうして考えているだけでも俺の未熟な股間が熱を帯びてきてしまう。

　そうなっては今すぐにでも眠るマリシュカの元へ駈け込んで彼女を貫いてしまう危険があると思い、焦った俺はラシード団長のことを一心不乱に見つめた。

「うわ！　睨むなよ！　怖い！」

「睨んでなどいない」

　お前の顔で精神を統一しているのだ、とはさすがに言わないが。

　そんなことをしていた俺は気づいていなかったのだ。

　あろうことか、俺の発言を誤解したマリシュカが、そっと姿を消してしまったことに。




　部屋に戻り、書置きに気付いたのは次の日だった。愚かすぎる自分を呪いながら、俺は事件の後処理をよそに、すぐに馬に飛び乗ったのだった。





　◆◇◆◇






　気が付けば私は辺境の地──モーラが収容されている犯罪者用の修道院へ来ていた。

　どうしてここなのか。自分にも分からない。

　ただ、事情が分かって、適度に他人で、弱音を吐いても許されそうな相手を無意識に選んだのかもしれない。モーラになら許される気がする。

　むしろ元を辿ればモーラの呪いのせいなんだから許されるよね？？？？

　そう思い、私は全てをモーラにぶちまけた。突然の私の登場に驚いていたモーラだけれど、優しく話を聞いてくれた。

「だから、私はただ愛してほしかっただけなんです。だけど、それが分不相応の望みだと気付いたから、逃げ出したんです」

　いつぞや森でモーラの話を聞いたことを思い出す。あの時とは逆だ。うんうんと頷きながら静かに話を聞いてくれるのが心地いい。モーラって本当に美女だ。見た目も中身も。

　あとやっぱりいい匂いがする。美女の匂い。どうやったらこんな匂いになるんだ。

「分かるわ。結局、求めるのはそれだけなのよね。好きな人に好きになってほしい。心から愛してほしい。……それが難しいんだけど」

　そう言って、モーラはため息をついた。完全に同意です。好きな人に好かれるって難しい。

　一度勘違いして勝手に舞い上がってしまった分、余計に辛い。

　触れ合って、優しくされて、甘く微笑んでもらった記憶がある分、多分しばらくは色々思い出して死にたくなるだろうなと思う。

　それにしたって、呪いの相手がゼルモ様じゃなければ、こんなに辛い思いをすることもなかったかもしれないのに。いや、ゼルモ様以外の人にあんな風に触れられる羽目になっていたかもと思うとそれはそれで死にたい気持ちになるけど、それでも大好きなゼルモ様を困らせたり、苦しい思いをさせたりすることはなかったかもしれない。

　結局、失恋も辛いけど、そのことが何よりも辛かった。

「どうして……ゼルモ様だったんですか。よりによってゼルモ様。相手が好きな人じゃなかったら、私だってもっと割り切れたし、こんなに辛い思いをすることもなかったのに……」

　モーラに文句を言ったって今更どうしようもない。だけど言わずにはいられなくて、思わず恨み言を零した。

　すると、なぜかモーラは少し驚いたように目を丸くして、そして呆れた顔になった。

「馬鹿ね、言ったでしょう。淫魔の祝福は恋の祝福だって。最初に触れる相手に選ばれるのは必ず祝福持ちになった子の恋する相手よ」

「は……」

「あんたは最初から、あの男に恋をしていたってこと。無意識だったとしてもね。それに──」

　なんということだろう。ゼルモ様はたまたまこの呪いのような祝福に巻き込まれたわけじゃなかったのだ。

　最初から、全部私のせいだった。

　モーラは何かを続けようとしていたけれど、それを聞く余裕もなく思わず遮る。

「──呪いが、」

「祝福ね」

　こんな時にまで訂正する、細かい淫魔め！

「……祝福が、消える条件は？」

　私が聞くと、モーラは「あらっ」と意外そうな顔をした。

「あんた何言ってんの？　もう分かったでしょう？」

「祝福は消えたけど、何が条件だったか分からないんです」

「嘘でしょ。鈍すぎない？　……いいこと？　条件は簡単。恋の行方が決まった時よ」

　笑いが出る。

「つまり、私の恋は完全に終わったってことですか……」

　モーラはハアーっと大きくため息をついた。

　その後はがっくりうなだれる私から興味を失くしたように窓の外をしばらくの間じっと眺めていたけれど、急にぽつりと呟いた。

「来たわよ」

「え？」

　バタバタと遠くで馬の足音が聞こえる。どんどん近づいてきている。

　次の瞬間、ドン！　ドン！　と何やら外から大きな音が響き、「うわ！　出たぞ氷の魔力杭！　よけろっ！」「今までで一番でかい！　ひえ、つめてえ！」「え、この人もはや人間じゃないんじゃね？」なんて声が聞こえてくる。この声はよく知っている。騎士様たちの声だ。

　まさか。

　──バンッ！

　勢いよく扉が開け放たれた瞬間、空気が凍った。比喩的にも凍ったが、物理的にも地面がちょっとパリパリいっている。嘘でしょう？　と思ってとりあえず目の前に座るモーラを見ると、盛大に顔を引きつらせていた。その視線によるとどうやら冷気の発生源は私の後ろ、扉の方らしい。

　信じられない。そんなわけがない。

　そんな思いでゆっくりと振り向くと、そこには今まで見たことがないほどサラサラの銀髪を乱し、顔を真っ赤に染めて肩で息をするゼルモ様がいた。

「どうしてここに……」

「マリシュカ、迎えに来たぞ」

　ゼルモ様はツカツカと豪快に歩み寄ってくると、私の腕をぐいっと引っ張り無理やり立ち上がらせ、そのまま力いっぱい抱きしめた。

　そう、力いっぱい。

「ぐえっ！」

「もう離さない」

「ち、ちから！　つよすぎ！」

「もう逃げないと誓うか？」

「誓いますからっ！」

　このままじゃ逃げる前に命落とすわ！

　私の叫びを聞いて、やっと腕の力が少し緩んだ。

　だけどほんの少しだ。息は出来るが体は離せない程度。

　……こんな絶妙な力加減、できるんじゃないですか。

　どうしても分からなくて、もう一度繰り返す。

「どうしてここに？」

　ゼルモ様より先に、モーラが口を挟んだ。

「あんた本当に馬鹿で鈍いわね。ま、そこが可愛くて気に入ってるんだけど。──そんなあんたでも分かるように、祝福が消える条件をもっと分かりやすく教えてあげる。それは祝福された恋が完全に実った時か、祝福をもってしても全く実らず、その諦めた恋心がきれいさっぱり消え去った時よ」

「は……」

「それから、さっきの続きだけど。祝福の効果の強さは、想いの強さにも関わるの。あんたの無自覚な恋くらいじゃ、せいぜい基本的な疲労回復効果くらい。それなのにその男があんなにも様子が変わったのは、元々あった心がさらけ出されただけ。つまり、あんたたち、最初から両想いだったのよ！」

　バカみたい！　と吹き出すのを堪えたような声でモーラは言った。

　呆けた私の顔を覗き込みながら、ゼルモ様のアイスブルーの瞳がじっとこちらを見つめる。冷え冷えとした瞳ってなんだっけっていうくらい、その奥には強い熱があって。

「マリシュカ。君はもう俺のことを好きじゃないか？」

　……そんなわけがない。

　ぐ、と涙が込み上げてくる。

　今でも好きで、好きで、たまらないからこんなところに逃げたんだ。

　私の思考に何かを感じ取ったのか、モーラが「ちょっと、今なんか失礼なこと考えなかった？」とブツブツ文句を言っているが聞こえないふりをする。

　私の恋心は全く微塵も消えてなどいない。つまり──

「いや、答えなくていい」

　私が答える前にゼルモ様は小さくそう呟いて、続けた。

「君の『どうしてここに』の答えを教える。……俺が君を、マリシュカを愛しているから、少しも離れていられずに迎えに来たんだ」

　返事など分かっているとでも言うように、私の返事を待たずにゼルモ様の唇が私の唇に重ねられた。

　分かっていても、答えさせてよ……。

　仕方ないので言葉の代わりにうんと背伸びをしてゼルモ様の首に腕を回して抱きついた。

　キスがもっと深くなる。

　夢みたいだ。ついさっきまでもう二度と、触れられないのだと思っていた。

　離さないと言われたけれど、私こそきっともう離れられない。

「うわー！　副団長、大胆！」

「俺見てられない」

「俺は見る！　ってか、俺らって結局見る目なかったよなー、マクニールがこんなにいい女だったなんてさ」

　ゼルモ様に少し遅れてやっとここに辿り着いた騎士たちがやんややんやと囃し立てているが、全くもって気にならない。

　ただし、なぜか最後の一人だけは、いつの間にかほんのり凍って歯をカチカチ言わせていた。

　結局、私とゼルモ様は、モーラが「いい加減にしなさいよ！」と本気で怒り始めるまで、飽きることなくキスをし続けていたのだった。

　落ち着いた頃、私に向かってモーラはドヤっと一言。

「言ったでしょう？　淫魔の祝福は恋の祝福。『きっとあなたは幸せになれるわ』って！　ねえ、やっと信じた？」

「は、はは……この、淫魔美女め！」

「えっ!?　何その悪口か誉め言葉か分かんない言い方！」

　空気を読まずにゼルモ様がモーラ以上のドヤ顔をみせる。

「まあ祝福などなくとも俺はマリシュカが好きだったわけだがな」

　これにはモーラも大激怒だ。

「はあ!?　あんたら二人とも自分の気持ちにもなかなか気づかないポンコツヘタレだったくせに！　今度こそ呪うわよっ!?」

「ぎゃああ！」

「逃げるぞ、マリシュカ！」

　イチャイチャと逃げる私たちと入れ替わるように、騎士様たち三人がモーラへ群がっていく。

「モーラちゃーん！　俺にも祝福ちょうだい〜！」

「俺も俺も！」

「ふんっ、図々しい！　私が男になんて祝福をかけてあげるわけないでしょうが！」

「俺は祝福なんかいらないから、モーラちゃんがほしいなあ」

「………………エッ」

　そんな様子をニヤニヤ眺めながら私は思った。私が言えたことじゃないけど、モーラって結構ちょろいよね。あと騎士様達は調子がいい。

　ていうか、騎士様達はなんでゼルモ様についてきたの？





　◇　◇






　迎えに来てくれたゼルモ様の馬に乗って王都に戻った翌日、私はゼルモ様に連れられて王宮に来ていた。

　なんと、ゼルモ様がケインス侯爵令息の企みを防ぎ、召喚した規格外の魔物を倒したことに対して、国王陛下から褒賞が与えられることになったのだ。

　私は巻き込まれたとはいえあんまり関係ないのだから、こんな栄誉ある場に一緒にいてもいいのかな？　と不安だったけど、ゼルモ様がどうしてもというので渋々ついてきた。

　ちなみにケインス侯爵令息は地下牢に収容され、これから詳しい取り調べが行われることになっている。それに先立ってモーラの冤罪も晴れ、王都への帰還も無事決まった。

　モーラの呪い──祝福も無事に解けて、ゼルモ様ときちんと思いを交わし合い、これからはきっと楽しいことばかりになる。

　その第一歩となるはずの、ゼルモ様への褒賞。

　そういえば褒賞って基本的に、金銭だったり屋敷なんかだったり、国王陛下から賜るものと別に、こちらからの望みを聞いてもらえたりもするんだよね？　もちろん、あまりに非現実的な望みは却下されるし、そうなると体裁が悪すぎるから、普通はそこまでおかしな望みは言わないのが暗黙の了解になっているわけだけど。

　……ゼルモ様、何をお願いするんだろう？

　ゼルモ様が跪いている。私は他の騎士や大臣なんかの列の端っこにこっそり陣取ってそれを見守るのだ。

　やがて国王陛下が玉座に着き、宰相様がゼルモ様の功績と、すでに決まっている基本的な褒賞について読み上げる。今回は金銭らしいが、与えられる額にひっくり返りそうになってしまった。ゼルモ様、大金持ちだね……多分元からそうだったんだとは思うけど。私にとっては驚きの内容なのに、ゼルモ様は全然動じていないことから、やっぱり住む世界が違うんだなあ、なんてことを思ってしまう。

　そして、ついにその時が来た。

「今回の功績を称え、一つ願いを叶えよう。ゼルモ・ウィリンガムよ、貴殿は何を望むかな？」

　国王陛下が問いかけると、ゼルモ様はより一層深く頭を垂れた。

「は！　私は──」

　そして、頭を上げると、なぜかぐるりと後ろに振り返り、私と視線が合う。

　えっ!?

　まさかこのタイミングでこっちを向くなんて思っていなかったせいで動揺してしまった私に気付いているのかいないのか、ゼルモ様はさらに驚くことを告げた。

「──私は、マリシュカ・マクニールとの婚姻を望みます！」

「えっ、ええええ!?」

　厳かな雰囲気にも関わらず、思わず声をあげてしまった私はきっと悪くない。

　私との婚姻!?　ええっ!?　婚約でもなく結婚!?

　というか、全く何も聞いてないんですけど!?

　ゼルモ様はギラギラの目で私を見ている。私が驚きに目をむいているのも見えているはずなのに、まるで「大丈夫だ」と言わんばかりに力強く頷かれてしまった。

　いや、大丈夫じゃないってば！

　……いや、実際のところは大丈夫だ。驚いたし、まさかの展開ではあるけれど、嫌ではないから……。むしろ嬉しい……。それがちょっと悔しくもある……。

　きっとゼルモ様は私が決して嫌がらない、どころか、喜んで受け入れると分かっていてこの暴走なのだろうけど。

　とはいえ、分かってはいても、先に言っておいてよ！

　脳内で大慌ての私と対照的に、ゼルモ様は自信に満ち溢れた様子だ。

　そんな私達を見てか？　国王陛下は面白そうに笑いながらも、満足げに頷いた。

「許す」

　簡潔な一言だった。と思ったら、陛下はさらに付け足す。

「ならば祝いに屋敷もつけよう。すぐに住めるように用意をさせておく」

　呆然とした。やっぱり住む世界が違う。国王陛下って太っ腹だ。




　驚くことに、婚姻証明書は爆速で発行された。なんたって、普通は「さて書類を書こう！」と決めて早くても三日はかかるものなのに、その日のうちに書類の全てが揃い、受理されてしまったのだから。

　それもこれも国王陛下がノリノリだったせいだ。

　曰く、「あの目のゼルモは邪魔すると何しでかすか分からないし」らしい。陛下、なんか軽いんですけど。

　リカルド王太子殿下も大笑いしていた。

「あの女嫌いのゼルモがねえ～ここまで準備万端で急ぐなんて。よっぽど早く君を囲い込みたかったんだね。ご愁傷様」

　そこはおめでとうと祝ってほしいところだった。

　それにしても殿下の言葉から読み取るに、どうやらゼルモ様はもっともっと前から私との婚姻の手筈を整えていたのかもしれないなと思った。

　そんなこと、匂わせさえしてなかったくせに……。万が一、私が断ったらどうするつもりだったんだろう……。
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　すっかり日も暮れて、ゼルモ様の自室で並んで座っていた私達は、身を寄せ合うようにしてくっついていた。今回賜ることになった屋敷は明日には住めるようにしてくれるらしい。そんなところも爆速だ……。

　ただ、ひとまずは今のこの穏やかな時間にほっとする。やっぱり国王陛下との謁見の場は、ただそこにいただけで緊張したし、思わぬ注目も浴びたし……色々と怒涛の展開すぎて少し疲れていたのもあった。

　だけど、これで、私はもうゼルモ様のお嫁さん……そう思うと嬉しくて、甘えたい気持ちが湧きあがる。お嫁さんになるんだから、別に我慢しなくてもいいよね？

　そう思い、ゼルモ様の肩に頭を預け、首元に向けてすりすりすると、ゼルモ様がぴくりと反応した。

　そのまま右腕が私を包み込み、優しく髪を撫でてくれる。そのまま頭やおでこにちゅっちゅとキスを落とされてうっとりしてしまう。まるで愛おしいと全身で伝えられているみたいで……。

「へへへ」

　嬉しくて、幸せで、はにかんで目を伏せて……思わず固まった。座っているゼルモ様の騎士服の股間部分が明らかに膨らんでいる。いや、膨らんでいるというレベルではない。今にも騎士服の立派な布地を突き破ってしまうのではないかというほど張り詰めている。

　すっかりリラックスしていた体が強張ったことに気付いたのか、ゼルモ様は落ち着いた様子で口を開いた。

「……王太子殿下によると、俺はロマンチストらしい」

「え？」

　一体何の話だろう？　不思議に思って顔を上げると、優しく微笑むゼルモ様と目が合う。

「確かに、そうなのかもしれない。祝福のこともあり、あの別邸ですでに君を抱いたが、初夜は大切にしたいと考えているんだ」

　その言葉を聞いて強張っていた体の力が抜ける。そっか、初夜を大切に……それって今ここで何かするつもりはないよって言ってくれているんだよね？　だって確か、初夜って結婚式の夜のことだよね？

　ゼルモ様との婚姻は無事に結ばれたけれど、結婚式は少しあとになる。さすがに式の準備まで爆速で……というわけにはいかないからだ。

　安心して再び力の抜けた体を、ゼルモ様が力強く引き寄せた。抱きしめられるような体勢になり、ゼルモ様の匂いがする。森のような癒し系の香りだ。

　それを吸い込むようにゆっくり息を吸い込んでいると、ゼルモ様がため息をついた。……なんだか、妙に熱っぽいため息では？

「はあ……明日は新しい屋敷での初夜、次が結婚式初夜……だが、その間にもきっといくつもの『初夜』がある。楽しみだ」

　え、えええ！　ゼルモ様、まさかの『些細な日も記念日としてお祝いしちゃう系のロマンチスト』だった!?

　驚く私をよそに、ゼルモ様の左手がワンピースの裾から忍び入り、私の太ももを大胆に撫でた。

「んっ」

　突然の卑猥な触り方にたまらず声が出る。ゼルモ様は嬉しそうに小さく笑った。

「そして、今日が婚姻初夜だ」

「ひゃっ!?」

　ゼルモ様にくるりと横抱きにされたかと思うと、あっという間に寝台に降ろされた。私に優しく覆いかぶさって来たゼルモ様が急いで私の半開きの口に唇を押し付けてくる。閉じる間もなく口づけは深くなっていく。

「んんー！」

　驚いて抵抗しようとしたけれど、まるで愛おしむように両手を指を絡めて握られているためにそれもできない。そのまま舌を絡めとられ、ときどきくちゅりと水音が響く。

　やっと離れたかと思うと、今度は耳元や首筋に口づけてくる。口づけのあまりの気持ち良さに力が抜けてされるがままになっていると、そのまま耳をべろりと舐めあげられた。

「んっ……！」

「マリシュカ、やっぱり君は可愛いな……耳まで可愛い」

「そんなわけっ、ん、ふぅっ……！」

　耳元で熱い吐息交じりに囁いたゼルモ様は耳を舐めながら、私の足を開かせるように自分の足をねじ込み、右手で私のワンピースの胸元をはだけさせていく。

　は、速い！　抵抗する隙もない……！　……抵抗する気があるわけじゃないんだけれど。

「ああ、マリシュカ、マリシュカ……」

「あぁっ」

　うわ言の様に私の名前を呼んだゼルモ様は、そのまま頭を下げ、まろびでた胸元にかぷりと噛みつく。驚いて視線を向けると、胸元にほんのり歯形がついていた。

「すまない、つい……あまりにも美味しそうで」

「い、いえ、大丈夫です……」

　目を伏せて謝るゼルモ様がしょんぼりとして見えて、反射的にそう答えてしまった。すると、ゼルモ様は一転して嬉しそうに微笑みを浮かべる。

「そうか、ならよかった」

　えっ？　と思った時には遅かった。ゼルモ様は再び私の胸元に顔を埋め、今度はいつの間にか立ち上がった乳首に舌を這わせた。

「やっ、ゼルモ様っ、ダメっ」

「だめじゃないだろう？　ここはこんなにも尖って、触れられるのを待っているじゃないか」

　そういうとゼルモ様は舌を這わせていない方の先端を指で小さく弾いた。体が完全に敏感になっているところに与えられた刺激にたまらず身を捩ろうとするけれど、ゼルモ様に抑えられていてそれもできない。

「やだあ……」

「本当に？　本当に嫌か？」

　眉尻を下げ、不安そうに私を見つめるゼルモ様。こんなの、ズルい……！

「い、嫌じゃ、ない、ですぅ」

「そうか、良かった。マリシュカに嫌われるなど耐えられないから、どんなに俺の欲望が求めようと、君が本気で嫌がることをするのは本意ではないからな。……君の嫌は良いということだと分かって嬉しいよ」

　そんなつもりじゃなかったのに！　だけど、実際に嫌なのかと聞かれれば嫌じゃないのだ。もう泣きそうだった。辛いとか、苦しいとかじゃない。気持ち良すぎて、恥ずかしさに泣きそうだった。

「そんな潤んだ目で俺を見て……可愛い顔をして、君はとんだ魔性の女だな」

「んえ……？　あ、ああっ！」

　何を言われているのかなかなか理解できなくて間抜けな声を出した瞬間、ゼルモ様の太い指が濡れた下着の脇から差し込まれ、敏感な秘豆をぐにりと潰すように押した。

「もうたっぷりと濡れているな。君は魔性だが、ここはいい子だ」

　言いながら、ゼルモ様は指を少しずらし、濡れたそこを擦り上げていく。声を止められずにいると、そのままその指がぐちゅりと音を立てながら秘所に突き入れられていった。

「あ、ああっ！　ンンッ……！」

「マリシュカ……！」

　息を荒らげたゼルモ様は少し体を起こし、私の濡れそぼったそこにゆっくりと指を出し入れしながら、反対の手で自分の騎士服の前を緩めていく。膨れ上がった怒張がそこから取り出された瞬間、指の根元までぐっと奥まで押し挿れられた。

「ふ、あぁん」

「ここが俺の指を締め付けている。この暖かさをここでも味わっていいか？」

　自分の昂りを見せつけるようにゆっくりと扱きながらそう言うゼルモ様に、指から与えられる快感にすでにいっぱいいっぱいになりかけていた私は何度も頷いた。

　もったいぶるようにゆっくりと指を引き抜かれたそこに、先端が合わされる。私のか、ゼルモ様のか分からないもので濡れていて、ぬるぬるとした感触が気持ち良くてたまらない。

「ゼルモ様っ、早く、早く挿れてください……！」

「ああ……これがそんなにほしいのか？」

「ほしい、ですっ、ああっ！」

　答えるのと、張り詰めたそこが私の中にずぶりと突き立てられるのは同時だった。あまりの気持ち良さに目の前がはじけたようにチカチカする。息が詰まり仰け反ると、頭が真っ白になった。

「くっ、う……マリシュカ、挿れただけて達したのか。中が蠢いて締め付けてくる……！」

　なんとか目を開けると、ゼルモ様は蕩けるような顔で私を見つめていた。

「マリシュカ、俺のマリシュカ。愛している」

「ああ！　あっ、あ！　ゼルモ様っ！」

「すまない、今日こそは優しくしたかったんだが、もう限界だ」

　ゼルモ様は少し苦しそうに眉間にしわを寄せると、激しく腰を振り始める。何度も何度も腰をうちつけながら、私に覆いかぶさるように近づき、甘いキスを繰り返す。

　あまりの気持ち良さに辛くて涙が零れると、それに気づいたゼルモ様に舐めとられた。

「くっ、マリシュカ、もう……！」

「あっ、あっ、あん！　ゼルモ様、好きっ、好き……！」

　もうわけが分からなくなりながら必死にゼルモ様の背中に腕を回し、縋りつく。それに応えるように私に体押し付け、強く抱きしめてくれたゼルモ様は、ぶるりと全身を震わせると、私の中に欲を吐き出した。




　しばらく抱き合ったままでいたあと、ゼルモ様は私を抱きしめたまま呟いた。

「本当に幸せだ……モーラの祝福は、呪いではなく本当に祝福だった。こうしてマリシュカを俺の腕の中に閉じ込めていられるのだから」

　……閉じ込めていられるわけにはいかないけど。ゼルモ様、時々言葉選びが不穏な気がするんだよなあ。

　だけど、幸せなのは私も同じ気持ちだ。モーラには本当に何度感謝してもしたりない。

「そういえば、ゼルモ様って、いつから私のことが好きだったんですか？」

　口にしてから少し後悔した。なんだかこの言い方、すごく自意識過剰な女みたいじゃない？　そう思ったけれど、ゼルモ様は全く気にせず、むしろ不思議そうに首を傾げる。

「最初からだ。自覚したのは最初にマリシュカに触れたすぐ後だが、思えばずっと君に惹かれていたんだろうな」

「えっ!?」

　驚いて目を丸くする私に、ゼルモ様は嬉しそうに微笑み。

「マリシュカと同じだな。すぐに同じ気持ちだと気付けて、本当に嬉しかった」

「えっ……同じ、気持ち……？」

「…………違うのか？」




　ゼルモ様は、意外と暴走するタイプだ。落ち着いて気持ちの答え合わせをして私はひっくり返るかと思った。

　なんとゼルモ様は、最初から私がゼルモ様の気持ちを受け入れていて、完全に両想いで触れ合っていたと思っていたというではないか。

「どうりで全然遠慮がないなと思っていました……」

「受け入れてくれたことが嬉しくてつい……すまない。まさか、俺の勘違いだったなんて……」

「いえ、いいんです。ゼルモ様の言う通り、私も嬉しかったので。だから、驚いたけど、勘違いじゃありません」

　ゼルモ様は満面の笑みだ。

「それならよかった。しかし、本当に呪いの相手が俺で良かった。相手が俺ではなく他の男だったら、俺は今頃罪なき誰かを手にかけた罪人だったかもしれない」

　か、過激～～！

　遠い目をしてしまった私は悪くない。

　そこでふと思い出した。そっか、ゼルモ様は違う人が相手になる可能性もあったって思っているんだよね。最初の私と同じように。これは訂正しておかないと。

「あの、ちなみに、ゼルモ様以外がお相手になることはありえなかったみたいですよ」

「なに……？」

「モーラが言っていました。これは恋の祝福だから、最初から私の想いが向いている相手が選ばれるようになっていたんだって」

「マリシュカ……！」

「えへへ、ぐ、ぐえっ！　ゼルモ様、抱きしめる力が強すぎます！　死にます！」

「す、すまない。嬉しさのあまり力加減を間違えた！」

　無自覚だったとはいえ、私が最初からゼルモ様のことを好きだったみたいっていうのは嘘じゃないんだけど、最初は「巻き込んでしまった手前、ゼルモ様が罪悪感を抱かないように！」とそれだけを考えて無理をしていただなんて、今更もう言えませんとも。嘘も方便。嘘から出た真。

　今が幸せなのでいいよね？
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「ゼルモ副団長！　差し入れにお菓子を持ってきましたの！　受け取ってくださいまし！」

　驚きなのが、なんとゼルモ様にモテ期がやってきた。そのせいで、こうやって令嬢が差し入れを持ってきたり、ゼルモ様になんとかお近づきになろうと寄ってくるようになってしまったのだ。

　どうやら私の前でよく笑うようになったゼルモ様を見て、

「女嫌いはどうやら嘘らしい」

　と広まったこと、さらに、ゼルモ様の相手が私であることから、

「あれなら自分もいける」

　と思われてしまったことが要因なのだとか……。

「以前のマクニールならともかく、今のマクニール見て自分の方がって思える自信、すげえや」

「バカだよなー！　相手にされるわけないのに。ウィリンガム副団長がどんだけマクニールに執着してるか知らないんだな……」

「直接マクニールに喧嘩売ろうとしてきたやつほど心折れて二度と来なくなるの面白いよな！」

　いつもの三人が口々に好き勝手なことを言って囃し立てている。くそう、他人事だと思って。それに……。

「いや、ゼルモ様に気を使ってくれてるのは分かりますけど、無理に褒めてくれなくて大丈夫ですよ。皆さんはそうやってお世辞を言ってくれますけど、相変わらず私、全然モテないので……」

　そう、急激にモテ始めたゼルモ様とは違い、やっぱり私は冴えなくてモテない女のまま。せっかくなので眼鏡で顔を隠すのはもうやめたし、香油を使ったりリップを引いたりして以前は全然興味がなかった自分のケアも少しずつ頑張っているけれど、効果はあんまり分からない。

　最初は騎士様達が驚きの手のひら返しでたくさん褒めてくれるせいで、私も少しは可愛くなれているかも!?　なんてまたもや痛い勘違いをしかけていたわけだけれど、こうも身内以外から声をかけられることもないせいで、早々に真実に気が付いた。

「ばっか！　お前は本当に可愛いよ！　全部ウィリンガム副団長の心が激せまなせいで牽制がひどくて、マクニールに声をかける勇気があるやつがいないだけだって！　俺だって許されるなら一回くらいお前と──」

　騎士様に慰められていると、突然ドン！　ドン！　とすぐ側に氷の杭が降ってきた。

　ハッと騎士様を見ると、ガチガチと歯を震わせている。よく見るとうっすら凍っている。

「ほ、ほらな！　マクニール！　こういうことだよ！」

　……いや、どういうこと？

　そういえばゼルモ様とこの三騎士達がモーラのところに私を迎えに来てくれた時にも、この騎士様はちょっと凍っていたような……。

　さてはこの人、ゼルモ様に嫌われるようなことをしたのでは？

　ゼルモ様の敵は私の敵！　私は凍りかけの騎士様のことはもう放っておくことにした。

「薄情者～！」

　さてさて、令嬢に囲まれたゼルモ様だけど……。

「あれっ？」

「どうした、マリシュカ？」

　遠くの方で令嬢に捕まっていたはずのゼルモ様が、いつの間にか私の隣にいて、腰を抱いてきた。その顔には甘い微笑みが浮かんでいる。

　うーん、本当に、前とは全然違う人みたいになったよね……。

　まさか「超絶女嫌いで笑わない氷の堅物副騎士団長様」が、こんな風に私に笑いかけてくれる日が来るなんて。数か月前の私に言っても絶対に信じなかったに違いない。

　ふと見ると、さっきまでゼルモ様の側にいた令嬢と目が合った。なぜか顔が真っ青だ。そのまま小さく悲鳴を上げると、慌てて去っていく。どうしたんだろう？

　不思議に思って首を傾げる私に、答えを教えてくれたのはラシード団長だった。

「マクニールへの笑顔を見て近づいて、とんでもなく冷たい態度を取られて怖がって去っていくんだよ。はっはっは！　馬鹿だよな、ゼルモが甘いのはマクニールにだけで、それ以外には前にも増して冷たい態度なのに」

「え、そうなんですか？」

　最近は笑っていない時の方が少ない気がするんだけど……。

「マクニールの前ではいつだって甘いゼルモだから、気付かないんだろ。今度隠れて見てみろよ。笑えるほどひどいぞ！」

　そうなのか。

　……私にこんなにも甘いゼルモ様は、私以外に死ぬほど冷たいのか。

　想像して、ちょっと嬉しくなってしまった。やっぱり、騎士様の言う通り私はちょっと薄情者かもしれない。

　だけど、それでも別にいいやと思う。

「マリシュカ、何を考えているんだ？」

　考え込む私を覗き込んで、ゼルモ様がまるで拗ねたように口を歪めて問いただしてくる。自分といる時にほかの事を考えるなんて！　とでも言いたげだ。

　そこまで考えて、ほとんど言葉がなくともゼルモ様の言いたいことが分かるようになっている自分にちょっと笑ってしまう。この感じ、なんだかすごく幸せな気がする。

「もちろん、ゼルモ様のことを考えていました」

「そうか。……マリシュカは今日も可愛いな」

「えへへ」

　もう、ゼルモ様に甘く囁かれても呪いのせいだから、なんて思わない。嬉しくて幸せで、顔だってすぐに緩んでしまう。

　そして、私はゼルモ様に遠慮なくぎゅっと抱き着くのだ。

「ゼルモ様、大好きです！」

「そうか、まあ俺の方が好きだけどな」

　──そのうち、ゼルモ様に近づくのを諦めた令嬢たちに聞かれるようになった。

「あの超絶女嫌いで笑わない氷の堅物副騎士団長様にあんな風に執着されて……羨ましいを通り越してもはや少し同情しますわ。一体どんなきっかけがあってあの方はあんな風に重苦しい男性になったんですの？」

　私はそれにこう答えるのだ。得意げに、満面の笑みで。

「全部、呪いのせいなんです！」

　本当は最初から両想いだったわけだけど、きっと呪いのような祝福がなければもっともっと遠回りしていたに違いないから。
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　初めまして、星ほし見みうさぎと申します。

　この度はたくさんのお話の中から『地味な治癒係の私が、淫魔の呪い!?で堅物騎士様に熱烈求愛されています！』をお手にとっていただきありがとうございます！




　さて、私は愛が重くヒロインちゃんのことが好きすぎるあまりにどこか様子がおかしくなってしまうようなヒーローが大好きです。特に、ヒロインちゃん以外の女の子には興味もない感じだと最高です。そんなヒーローに振り回されつつも、愛を向けられることを喜ばずにはいられない可愛いヒロインちゃんも大好きです。

　本作のゼルモも無自覚な頃からマリシュカ以外に全く興味がなく、マリシュカのことはすらっとフルネームが出てくるくせに、騎士達に大人気の治癒士カレンさんのことは名前すら覚えていません。かっこいいのに、愛の重さのせいでどこか情けなくなってしまう……そんな、私の大好きを詰め込んだヒーローになっています。皆様にも、ゼルモやマリシュカのことをちょっとでも好きになってもらえたら嬉しいです。

　そんな二人のめちゃくちゃ素敵なイラストは、鈴すずノの助すけ先生が描いてくださいました！

　鈴ノ助先生の可愛いうえに美しいイラストが本当に大好きなので担当していただけてとっても嬉しかったです。

　困り顔のマリシュカが最高にえっちで可愛くて、これはゼルモも大変だ！　と大喜びしちゃいました。ゼルモの目元も涼やかでかっこよくて最高ですね！　手元や足の位置なんかもいちいち素敵で油断すると顔が緩んじゃいます。ゼルモに関してはイラストを拝見させていただいてからずっと、脳内あんな感じなくせにこんなクールで素敵な見た目しちゃって……と一人でにこにこしていました。皆様にもぜひ、イラストを眺めながら読んでいただけたら嬉しいです。

　鈴ノ助先生、本当にありがとうございます！




　最後になりましたが、この本を読んでくださいました読者の皆様、素敵な美麗イラストを描いてくださいました鈴ノ助先生、大変お世話になりました担当様、本作を作り上げるために携わってくださいました全ての方々に心より感謝いたします。本当にありがとうございました！

　それでは、また皆様のお目にかかれることを願って。






星見うさぎ










【著者紹介】

ヒロインちゃん好きすぎヒーローが大好き。

ＴＬの他に全年齢の恋愛ファンタジーも書いています。
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地じ味みな治ち癒ゆ係がかりの私わたしが、淫いん魔まの呪のろい!?で堅かた物ぶつ騎き士し様さまに熱ねつ烈れつ求きゅう愛あいされています！
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